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令和５年第２回大玉村議会定例会会議録 

 

第５日  令和５年３月６日（月曜日） 

 

 １．応招（出席）議員は次のとおりである。 

    ２番 渡 邉 啓 子   ３番 菊 地 厚 徳   ４番 本 多 保 夫 

    ５番 松 本   昇   ６番 佐 原 佐百合   ７番 鈴 木 康 広 

    ８番 武 田 悦 子   ９番 佐 原 吉太郎  １０番 須 藤 軍 蔵 

   １１番 押 山 義 則  １２番 菊 地 利 勝 

 ２．不応招（欠席）議員は次のとおりである。 

    １番 斎 藤 信 一 

 ３．地方自治法第１２１条第１項の規定により説明のため出席を求めた職員。 

村 長 押 山 利 一 副 村 長 武 田 正 男 

教 育 長 渡 辺 敏 弘 
総 務 部 長 
兼 総 務 課 長 押 山 正 弘 

住民福祉部長 作 田 純 一 産業建設部長 菅 野 昭 裕 

政策推進課長 鈴 木 真 一 税 務 課 長 菊 地   健 

住民生活課長 安 田 春 好 健康福祉課長 後 藤   隆 

産 業 課 長 藤 田 良 男 建 設 課 長 杉 原   仁 

環境保全課長 伊 藤 寿 夫 
会 計 管 理 者 
兼 出 納 室 長 菊 地 美 和 

教育総務課長 橋 本 哲 夫 生涯学習課長 渡 辺 雅 彦 

農 業 委 員 会 
事 務 局 長 神野藤 浩 和   

 ４．本会議案件は次のとおりである。 

    一般質問 

 ５．本会の書記は次のとおりである。 

    議会事務局長 矢崎由美、書記 齋藤智、安田敏、鈴木裕也 

 

一般質問者目次 

      １. １１番 押 山 義 則 Ｐ.  ４４～ 

      ２. ８番 武 田 悦 子 Ｐ.  ５９～ 

      ３. ４番 本 多 保 夫 Ｐ.  ７４～ 

      ４. ２番 渡 邉 啓 子 Ｐ.  ８２～ 

      ５. ６番 佐 原 佐百合 Ｐ.  ９０～ 
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会 議 の 経 過 

 

○議長（菊地利勝） おはようございます。ご苦労さまでございます。 

   会議に先立ち申し上げます。 

   本日の一般質問は、議会だよりで使用する予定の写真を事務局で撮影いたしますの

でご承知願います。 

   ただいまの出席議員は、１番、斎藤信一君より欠席届がありましたほか１１名全員

であります。定足数に達しておりますので、本日の会議を開きます。 

   なお、産業課長、藤田良男君から欠席する旨の届出がありましたので、ご報告申し

上げます。 

（午前１０時００分） 

◇          ◇          ◇ 

○議長（菊地利勝） 本日、傍聴に、渡邊左内さんほか１名の方がお見えになっておりま

すので、ご報告申し上げます。 

◇          ◇          ◇ 

○議長（菊地利勝） 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

◇          ◇          ◇ 

○議長（菊地利勝） 議長からお諮りいたします。 

   日程第１、一般質問の人数について、本日６日は５人、明日７日は２人に変更した

いと思います。 

   これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（菊地利勝） 異議なしと認めます。 

   よって、一般質問の人数は、本日が５人、明日７日が２人とすることに決定いたし

ました。 

◇          ◇          ◇ 

○議長（菊地利勝） 日程第１、一般質問を行います。 

   １１番押山義則君より通告がありました「学校部活動の地域移行に関して大玉村の

取り組みは」ほか１件の質問を許します。１１番。 

○１１番（押山義則） 議長の許可をいただきまして、令和５年度３月定例議会一般質問

を行います。 

   初めに、学校部活動の地域移行に関して大玉村の取り組みはというテーマで伺いま

す。 

   令和５年度の新学期を間もなく迎え、子どもたちが大きな未来に向かって羽ばたく

時期となります。ある仲間から、今年は外孫と合わせて孫が３人中学生になる。それ

ぞれ様々な部活に入るが、費用が大変だ。グローブ、スパイク、幾らすると思うと。

３人だと年金１年分、うれしい悲鳴とも言える話でありました。 

   今回の質問は、広報のスポーツ通信で取り上げておられた中学校などの部活動の地
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域移行の課題について、スポーツ庁が示したガイドラインを基本に、家庭の費用負担

の問題やスポーツ環境の整備、それから人材の確保などについて、大玉村での取り組

み状況、方針を伺います。 

   まず、部活動の地域移行の考え方の背景、認識を伺います。 

   少子化のために、中学校の規模が小さくなり、部活動の運営が難しくなっているこ

とや、教員の働き方改革の一環として業務負担を軽くしようとする動きが進んでいる

ことなど考えられますが、そこで大玉中学校での部活動の実態と活動状況、また、抱

える問題点などを含めまして、具体的に背景と併せて伺います。 

○議長（菊地利勝） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（渡辺雅彦） １１番議員さんにお答えいたします。 

   まず、考え方の背景ということですけれども、今、議員さんおっしゃったとおり、

昨今の少子化の進展や、教職員の多忙化における働き方改革、あと学校や教職員だけ

では解決することのできない課題等も増えてきておりまして、部活動におきましても、

従前どおりの体制では維持していくことが難しく、危機的な状況にある学校や地域も

ございますことから、将来にわたり生徒がスポーツ、文化活動に継続して親しむこと

ができる機会を確保していくためにも必要であるということで、そういった背景があ

ると考えております。 

   またあと、勝利至上主義的な行き過ぎた指導などもこの背景にあるのではないかと

いうように考えてございます。 

   以上でございます。 

○議長（菊地利勝） １１番。 

○１１番（押山義則） おっしゃるとおりでございますが、私、今現在ちょっと知ってお

きたいことは、大玉村の実態は今どういうふうな状況にあるのかということでござい

ますので、その点まだ答弁なされていないと思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（菊地利勝） 教育総務課長。 

○教育総務課長（橋本哲夫） １１番議員さんにお答えいたします。 

   大玉中学校の部活動の実態というご質問ですが、現在、大玉中学校におきましては、

運動部で９種、文化部で２種の合計１１種の部活動がございます。うち、サッカー部

につきましては、３年生の引退後、活動が困難となったことから、令和４年９月から

休部となっております。休部前の５月から６月にかけて行われました中体連におきま

しては、白沢中と二本松二中との３校による合同チームにより大会へ出場しておりま

す。また、野球部につきましても、３年生引退後の９月に行われました新人戦には、

二本松三中と２校による合同チームで大会へ出場しております。 

   近年、中学校入学時に地域のクラブ等へ入部する生徒も増えたことなどもあり、特

定の運動部活動において部活動への入部者が減少し、活動が困難となっている状況が

見受けられるのが実態です。 

   以上です。 

○議長（菊地利勝） １１番。 
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○１１番（押山義則） ありがとうございました。 

   おっしゃるとおりのような実態で、今回のこの部活動の地域移行というもの、すご

く慎重に考えなきゃならない、取り組まなきゃならないことだと理解しております。 

   それで、改めてこの部活動の地域移行についての考え方を伺いたいのでございます

が、今もおっしゃられました。このこと、それぞれの自治体間の格差の問題もありま

して、地域の受皿、それから指導者の確保、それから一番問題な財政支援など併せ、

課題山積と思っております。そういった意味から今の現状を踏まえて、大玉村として

どのような取り組みを今後考えておられるのか、改めて伺います。 

○議長（菊地利勝） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（渡辺雅彦） １１番議員さんにお答えいたします。 

   本村におきましても、今、教育総務課長よりお話があったとおり、休部となってい

る部活動もございます。他校との合同での部の存続や地域移行について、どういった

問題や課題があるのかということで、２月２４日に大玉中学校におきまして、校長先

生と教頭先生とお話合いをさせていただいたところでございます。 

   そちらを基に、あとまた国の方策というのがまだ確定していないような状況もござ

いますので、今後、そういった国のほうの方策等も注視しながら、関係機関と連携を

図って取り組んでいきたいというふうに考えてございます。 

   以上でございます。 

○議長（菊地利勝） １１番。 

○１１番（押山義則） 今の現状だとそういう答弁しかないのかなと思うのでありますが、

子どもは、毎日毎日成長して、この時間を過ごしております。対応がきちっとなされ

ていないと一番影響を受けるのは子どもたちなんです。その辺踏まえて、やっぱりし

っかりした考え方で取り組んでいただかないと、やっぱり一番かわいそうなのは子ど

もたち、その辺踏まえて伺いたいんでありますが、まず、質問の中で、地域移行にお

ける課題、メリット、デメリットというように設問いたしました。そういった考えで、

単純に考えていただいて、今、大玉村として、中学校のそういう関係の中でまず課題

が、何が課題と考えられるのか、その辺をまず、端的な答えで結構ですので、伺いた

いと思います。 

○議長（菊地利勝） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（渡辺雅彦） １１番議員さんにお答えいたします。 

   部活動の地域移行の課題でございますけれども、やはり母体、体制整備というもの

が非常に重要になってくるかと考えております。またあと、指導者となる人員の確保、

こちらも大変重要な課題かなというふうに今のところ考えてございます。また、その

ほかにも、指導方法や活動に伴う経費、練習場所の確保の問題、あと大会の参加など

の課題等が挙げられるかと思ってございます。 

   メリットにつきましては、より専門的な……。いいですか。 

   以上でございます。 

○議長（菊地利勝） １１番。 
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○１１番（押山義則） おっしゃるとおりだと思います。 

   私なりに検証もしてみたんでありますが、地域の捉え方、捉え方が一番大きな課題

だと思います。部活動そのものの認識と、後で触れますが教育的意義とか、そういう

ものに関連してきますので。 

   それから、もう少し、今広域になってきていることで、具体的には保護者の金銭的

負担、それぞれ、村内だけでよかったのが、今度は本宮とか二本松と一緒にやるとな

ると、会費とか保険とか、それから送り迎えの問題とか、いろいろ出てきます。そう

いう負担。 

   あともう一つは、うまく地域クラブとかそういうものができればよろしいんであり

ますが、今までずっと教員、先生の下で成り立ってきたシステムでありますので、そ

の辺で完全移行は、スポーツクラブとかそういうところに完全移行は可能なのかとい

うことであります。 

   それから、先ほども伺いました部活動の指導員といった人材の確保。最近、福島県

も福島大学と大学の先生方の、大学生との協働のような形が提案されておられるので

ありますが、これは、間違いなく地域格差が出てまいります。 

   あとそれから、大きいのがスポーツ環境の整備。市部はそれなりにそういう設備、

拡充をできますが、大玉村で例えば部活がやれるようなそういう施設の拡充なんてい

うのはまるで無理でございます。今回建設予定の子育て支援交流センターに卓球台

６台と隅っこに書いてあったので、少し、ああ、面白いなとは感じたんでありますが。 

   それから、広域化することで、事故の責任、あってはならないことなんだが、保険

なども含めそういったルールづくり、明確なそういうルールづくりの必要性も伴って

きますし、現在大玉村、スポーツ少年団はあります、それから最近は駅伝の取り組み

の中で、愛好者の集団づくりなども先例もあるんですが、こういうものもさらなる充

実が必要になってきます。 

   そういった意味でそれぞれどのように誘導していくかが現実を踏まえて問題なんで

すが、その辺の考え、教育長としてはどういうふうに、全体的に俯瞰しておられます

か。 

○議長（菊地利勝） 教育長。 

○教育長（渡辺敏弘） １１番議員さんにお答えいたします。 

   議員さん今おっしゃられたとおり、費用負担の問題というのはかなり大きなものが

ありますので、そういったことについてはどういう対応ができるのかということも含

めて、今後考えていきたいなというように思っております。 

   また、地域移行、今現在のところは土日の活動をまずは地域に移行するということ

で国のほうでも方針を出しております。行く行く、最終的には完全に地域移行という

ことが想定されてはいるのかとは思うんですが、実際その学校教育の中で部活動が果

たしている役割ということも今現在もありますので、単純に地域に移行すれはそれで

いいんだということでは決してないというふうに思っておりますので、そういったこ

とをどういうふうに地域にお世話になるように移していけるのかということについて
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は、国・県の方針あるいは地域の方々にご意見をいただいたりしながら、十分検討し

ていきたいというふうに思っております。 

   もちろん、大玉村だけでなかなかできないということも出てくると思いますので、

近隣の市町村と共同でというようなことも視野に入れながら、今後も検討してまいり

たいというふうに考えております。 

   以上です。 

○議長（菊地利勝） １１番。 

○１１番（押山義則） ご丁寧にありがとうございました。 

   国の方針そのものが、最近、去年１２月に受けたばかりですね、このガイドライン

ね。これ見ると、本当に都市部のことしか考えていないですね。地方部はとてもじゃ

ないが該当すること何もない。まして、大玉村みたいに単体で、学校一つで子どもの

数が制限されている中で部活動。ところが最近はご存じのように、中高一貫とか既に

そういう形で、県内でもふたば未来なんていうのは全国からバドミントンの子どもが

集まっています。最近、サッカー部の郡山あたりもそういう尚志に特化したそういう

部活動ができるような形も見えているようでございます。 

   そうなると、大玉村がそもそも考え方、スポーツで、例えば将来生きようなんてい

う子はここでは方法がない。本当、大玉の子は気の毒というか、なかなか大谷翔平は

生まれない。現実、そういう可能性すら芽も摘まれてしまう。だから、部活動、たか

が部活動、されど部活動なんですね。これで将来が決まる人もいるわけだから。だか

らその辺の踏まえ方を十分に踏まえて、この部活動の地域移行というもの、取り組ん

でいただきたい、そういう観点から申し上げるんでありますが。 

   質問に戻ります。 

   地域移行におけるメリット、先ほど答弁いただくところでありましたが、改めて考

えられること、メリットについて伺います。 

○議長（菊地利勝） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（渡辺雅彦） １１番議員さんにお答えいたします。 

   地域移行のメリットでございますけれども、指導者の確保という問題はございます

けれども、確保されれば専門的な指導を受けることができる、あとは教職員の多忙化

解消、また、生徒の活動の場が担保できるということが挙げられるかと考えてござい

ます。 

   以上でございます。 

○議長（菊地利勝） １１番。 

○１１番（押山義則） おっしゃるとおりだと思いますがね。いい方向から見れば、地域

移行によって、教員にとっても生徒にとっても地域にとっても大変いいことは分かる

んです。でも、現実にはデメリットのほうが多いんじゃないのかなと考えます。その

辺から、その観点から、欠点、デメリットについても伺っておきます。 

○議長（菊地利勝） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（渡辺雅彦） １１番議員さんに再度お答えいたします。 
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   デメリットでございますけれども、先ほど議員さんがおっしゃったとおり保護者の

費用負担というのがかなり大きくなってくるのではないかと思います。指導員確保す

るためにお金がかかったりすることも考えられますので、そういった部分の費用の負

担だったり、あと、練習や大会に向けては、今度、部活動で学校で一括して送迎とい

うわけにもいかなくなると思いますので、家庭でのそういった送迎などの負担なども

デメリットとして出てくるのかなというふうに考えてございます。 

   以上でございます。 

○議長（菊地利勝） １１番。 

○１１番（押山義則） 答弁としてはそのようなことになるのかなと思います。 

   一番デメリット、懸念しやすいのは、部活動、後でこの次に触れる教育的意義とか

そういう位置づけから考えられることなんですが、結局結論としては、この事業が過

熱化しやすいんだと思います。熱血指導とか。当然、勝利至上主義になっていくのは、

これは否めない。そういう観点からが一番デメリット。だから、このガイドライン、

その辺が深く触れていない。やっぱりその辺がすごく問題点。これ、それぞれの地域

の教育長会議なり校長先生の会議なりでしっかり議論して、方向性を定めていただき

たいと願うところであります。 

   そういう観点から、この部活動の地域移行の教育的意義、それから位置づけ、今ま

で取り組んでこられた部活動というものは、私の記憶の中では生徒の自主的とか自発

的な参加により行われるのが部活動だと思っておりました。少しは教育課程の中で、

少し関連あることでその手助けになるような部活動が、そういうものが一番の部活動

の目的だと私は記憶して、自分の学生時代を過ごしてきたわけですが、そういった観

点から、今後この取り組むに当たって、部活動の地域移行から生まれる教育的意義と

か、部活動の位置づけというのはどのように考えておられるのか、これは教育長に伺

いたいですね。 

○議長（菊地利勝） 教育長。 

○教育長（渡辺敏弘） １１番議員さんにお答えをいたします。 

   部活動の位置づけということにつきましては、今、議員さんおっしゃられましたよ

うに、学習指導要領の中に定めがありまして、生徒の自主的、自発的な参加によって

行う、あるいは教育課程との関連を図りながら実施をするということで、人として成

長していくためのそういった生徒指導的な側面、大変大切な意味合いがあるというふ

うに思っておりますし、実際そういった状況にあります。 

   これがもし地域移行というふうになった場合には、子どもたちの成長の中でそうい

った学習をする場というのが地域の団体などに移っていくということになりますので、

そういった子どもたちの学び、成長の場ということになるように、その教育的な意義

含めて、地域の団体の方やあるいは指導してくださる方に十分にご理解をいただいて、

議員さん先ほどおっしゃられたように、単にこう、過熱した指導になってしまったり

ということの決してないように、そういったことをしっかりと理解していただいた上

で、地域の方々にその場を担っていただくということになるというふうに考えており
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ます。 

   以上です。 

○議長（菊地利勝） １１番。 

○１１番（押山義則） 教育長のおっしゃることは理解するんでありますが、ただ国の指

針はこれ、どういう捉え方されるのか、その一番本音としては聞きたい部分なんです。

これに従えるのかどうかということです。 

   これは確かにそれなりに具体的に細かいこと、ガイドラインは示されているんです

が、とてもじゃないが、大玉村の子どもたちはこれでは救われない。もう、切り捨て

られるという言い方はちょっと失礼なのかもしれませんが、そういう懸念が感じられ

ます。実際、これ、ずっと、長いこと書いてあるんですが、とてもじゃないが、この

とおりにやったら大玉の子ども、大玉に誰も住まなくなっちゃう。中央の、ちゃんと

クラブとかそういう施設のあるところに、学校に行ったほうがいい。間もなく郡山市

辺りの高校も中高一貫になるそうであります。そうすると、おのずと中学校からのそ

ういう選択をしなきゃならない。子どもが社会に生きていくのには、もう、高校生に

なるときから完全な方向づけがさせられると、そういう懸念があります。 

   今回の質問は、今年度からこれ、取り組むわけですよね。今年度からこれ取り組む

というそういう方向性を示されておりますので、その取り組む課題について、大玉村

として進め方の方針、それから覚悟、その辺を伺いたくて質問の設定したんでありま

すが、現実的には地域移行によって部活動の意義も変わります。それから進めるため

の必要なことや、それから背景や課題など、これらはしっかり検証していかないと、

大玉村が子どもたちの安心・安全とかそういう豊かな暮らしに結びつけていけない、

そういう懸念がありますので、そういうのをしっかり踏まえた地域移行を実現してほ

しい、そういうその観点からの質問でありました。 

   大変厳しい質問でありましたが、その辺十分踏まえて取り組んでいただきたいと思

います。よろしくお願いします。 

   次の質問に入ります。 

○議長（菊地利勝） １１番。 

○１１番（押山義則） 追加質問を申し上げます。 

   施政方針説明後に許される追加質問として、村長の今年度の村政執行方針に対して、

大玉村の１０年、２０年後を左右する内容がたくさん盛り込まれておりましたので、

その何点かについて私なりに気になる点を伺ってまいります。 

   まず、再エネ・アグリプロジェクト、いわゆる農福連携事業をテーマとした事業展

開について伺います。 

   先頃、公募型プロポーザルにより具体的な基本構想が示されました。パブリックコ

メントも実施中と伺いましたが、職員の皆さんのプランテーションを基に計画具体化

に向け基本構想が策定されたんでありますが、この出来上がった基本構想、これ、皆

さんが考える理想どおりの計画、立案なのか、これは担当としての考え方、それから

また、村長はどのように評価しておられるのか、まず伺います。 
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○議長（菊地利勝） 村長。 

○村長（押山利一） １１番議員さんにお答えいたします。 

   まだ成案ができておりませんので、素案の段階で、３月いっぱい実施するというこ

とですので、今パブリックコメント等をやっている段階ですので、まだコメントは差

し控えたいと思います。 

   以上です。 

○議長（菊地利勝） １１番。 

○１１番（押山義則） 今、パブリックコメント中ということで伺いました。パブリック

コメントでやって、その後策定ということになるということでありますが、住民の捉

え方はもうちょっと別だと思います。今、素案がホームページに表示されました。そ

れで方向づけがなされて、それに対して村民からのパブリックコメントで意見とか何

かが出るのだと思っております。 

   この今、村長がおっしゃられましたが、このパブリックコメントの制度、私はいさ

さか疑問を感じております。この制度というのは決して村民の皆さんに広く知られて

いない。ある意味で大きな課題だと感じております。もうちょっと別の方法というか、

村民や関係者、村民はもとよりその関係者もかなりおられます。そういう意見を伺う

方法、工夫はないんでしょうかね。 

   次の質問者も同じような内容取り上げている部分もございますが、その辺の、今や

っぱりパブリックコメントしているんだ、するからそれでいいんだというようなそう

いう、踏まえ方というか、捉え方、ちょっと疑問なんでありますが、お答えできるで

しょうか。 

○議長（菊地利勝） 村長。 

○村長（押山利一） 再度お答えを申し上げます。 

   設計図書とか固まったものではなくて、基本構想でございます。ですから、基本構

想ができて、その基本的な構想についてもっと深度を深めて、実際設計に至るまでも

う少し詰めていきたいという部分がございますので、令和５年度に設計に向けて、実

施に向けてさらに詰めていくということになります。 

   あとで答弁のほうにも出てくると思いますが、今度はそれに関わるような企業とか

産学官金ということで、これはこおりやま広域連携中枢都市圏のほうの事業の一環と

しても進めているわけですが、令和５年度にそれについていろんなご意見を聞いて、

実際、農業関係、産業関係、それからあと商業関係、出口も含めて、それから金融関

係も含めて、そういう財源の確保をするためにまた修正を加えていくようになります。 

   その基本構想をつくったものが実際、生産したときに、販売をして、ある程度利潤

を上げることができるのかというような具体的なことについて、これから基本構想を

基に詰めていくという段階ですので、その段階でまだまだ住民の皆さんの意見を聞く

機会、農業者の皆さんの意見を聞く機会、それから障害者団体の皆さんの意見を聞く

会等々考えて、令和５年度中にそれを進めてまいりたいと。それで、実現可能性、財

源的にも大丈夫だと、できるという判断の下に、早ければ令和６年度に事業に着手し
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ていきたいというふうに考えております。 

   ですから、今回つくるのはあくまでも基本構想、基本の構想ということになります

ので、ご理解をいただきたいと思います。 

○議長（菊地利勝） １１番。 

○１１番（押山義則） 何となくすっきりしない村長の答弁なんでありますが、今の状況

は今の状況として伺っておきたいと思います。 

   私なりに考えますと、既にパブリックコメントで意見募集するのには、もう少し踏

み込んだ意見とか何かが村民から出てくるものだと感じております。あればですよ。

そういう意味合いに捉えておりますので。 

   ちょっと次の質問は、ちょっと私、少し先取りした質問になってしまうんでありま

すが、今、村長がおっしゃられたようなことであります。 

   次の事業展開に対して、企業参画の必要性とか、そういうものを訴えたい質問なん

であります。 

   村長おっしゃられたとおり、企業参画の必要性、一番強く感じております。また、

最近ちまたで活用されているクラウドファンディングですか、そういうものの利活用

は考えられないかといった視点から、提案する形での伺いなんですが。 

   パブリックコメントよりさらに進化した方法で広く社会から協賛される形での事業

展開、それは私も村長もおっしゃったことでありますが、求めております。いろんな、

様々なモデル事業や実証事業の実施に計画段階から参画していただけるような企業の

発掘、これは考えられないかということなんであります。 

   まず、村長も述べられましたが、資金調達、その方法について。企業や一般も含め

た、先ほど述べましたクラウドファンディングやふるさと納税など、そういうものを

担当の方には思案していただきたいんでありますが、その辺、感想を伺いたいんです

が。 

○議長（菊地利勝） 村長。 

○村長（押山利一） 再度お答えを申し上げます。 

   今の１１番議員さん、おっしゃられたとおりの方法でこれから進めようということ

で考えております。当然、財源が必要ですので、その財源の前に、実現可能性をしっ

かりと探るということで、既に出口のヨークベニマルとかそれから福島大学、日大関

係、再生可能エネルギー関係、それから国の研究機関等々も入って、それぞれ各専門

分野の方に検討会に入っていただいて、検討を今して、基本構想づくりをしていると

ころでございます。ですから、できましたらば、当然、企業の参画は求めてまいりた

いと。ですから、検討会に入っていない企業でもどんどんと説明を、基本構想をお持

ちして説明をして、そして意見を聞いて、また修正をしたりしながらやっていきたい。 

   基本構想ではどういう作物を作るのがいいかというある程度の可能性についてはや

りますけれども、それを実際今度、専門分野等の企業とか研究所に持ち込んだり、大

学に持っていったりしたときに、それについてはこういうふうにやったほうがいいよ

とかと、大変大きなプロジェクトで、大玉の障害者の、高齢者の雇用という新たな取
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り組みになりますので、しっかりとそういうものをまた１年間、時間をかけて、そし

てできるだけ早く実現ができればいいなと考えております。 

   ですから、資金の面ではふるさと納税、企業版のふるさと納税、これ、国の認可を

受けないと歩くことができませんので、この基本構想がないと説明ができないと。で

すから、今回できる基本構想を持って、国のほうにこういうことを村が考えているん

だと。それを受けて、企業を回って、ふるさと納税のお願いをしたいなというふうに

考えています。その中で当然、クラウドファンディングというのは出てくるだろうと。

職員もそのように考えているようですので。 

   以上です。 

○議長（菊地利勝） １１番。 

○１１番（押山義則） 大変前向きな答弁ありがとうございました。 

   どうしても今まで、村の事業もそうですが、補助金頼りのそういう流れになってい

くような方向が見受けられますので、ぜひ社会を中心としたそういう事業展開、望ん

でいきたい、広く社会に知られるような事業展開を願っておきたいと思います。 

   次の質問に入ります。 

   マチュピチュ村との交流事業について伺います。 

   これ、費用対効果の検証が必要と書きました。大玉村の知名度アップによる相乗効

果については認めているところでございますが、宣伝効果がどのように生かせるか、

投資効果の検証は必要でないのかという観点からで質問であります。 

   これ、提案なのでありますが、このマチュピチュとの交流、これをチャンスと捉え

て、マチュピチュ観光に大玉村枠の設定など考えられないか質問なんです。旅行会社

などと提携して、特別枠での見学が可能な。マチュピチュの観光というのは、大変順

番待ちというような現状があります。そういった意味から、ペルー共和国含め、マチ

ュピチュ地方への支援などを目的とした、先ほどからも触れていますが、クラウドフ

ァンディングなども取り入れながら、ぜひそういう形での費用対効果を狙ってほしい

との質問なんですが、感想を、これは感想を伺います。 

○議長（菊地利勝） 村長。 

○村長（押山利一） 再度お答えを申し上げます。 

   これ、マチュピチュの経済効果というのは、もう何億円だというふうに考えており

ます。テレビで放送され、マスコミで取り上げられ、これを村がＰＲという形で実施

すれば、本当に天文学的な、全国の展開になりますので、それだけではなくて、やは

り野内与吉さんの功績をしっかりと、マチュピチュ村も、そして大玉村も踏まえなが

ら交流を深めていくということが基本になるというふうに考えておりますが、今まで、

前回村長に来ていただいたり、こっちから行ったり、それからあと、車を贈ったりと

いうことで、２，０００万円ちょっと、２，２００万円程度総数でお金がかかってい

ますが、そのうちの１，６００万円は補助金を県のほうで出していただいたり、補助

金をいただいて出していますので、２，２００万円のうちの６００万円しか村は実際、

一般財源投入していないんです、それであれだけの話題を提供できると。 
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   今回の場合も、一般質問で言うのもあれですけれども、６００万円、５００万円ほ

ど計上させていただきましたが、円安とガソリンの高騰で、後で多分、６月か何かで

補正をするようなことになりかねないような状況になっておりますが、これも県のほ

うのサポート事業に申請をしておりますので、通れば４分の３は県の補助金でできる

ということで、これについてもできるだけ一般財源を投じないようにということで工

夫、努力をしているところです。 

   ふるさと納税のほうにマチュピチュ村の交流という分を加えさせていただきました

ので、それについても今回ふるさと納税のほうから、寄附金から一般財源のほうに充

当したいというふうに考えております。 

   ですから、お金の面だけではなくて、この大玉村のマチュピチュ村との関係という

のは非常に、今回また復活できるということで、大変大玉にとっては明るいニュース

かなというに考えております。 

   以上です。 

○議長（菊地利勝） 総務部長。 

○総務部長兼総務課長（押山正弘） １１番議員さんにお答えをいたします。 

   ご質問の後段にございましたマチュピチュ観光の大玉村枠の設定についてでござい

ますけれども、このご質問に関しましては、マチュピチュ遺跡自体の入場許可ですか、

これにつきましてはペルー国政府の文科省が行っております。したがいまして、ペル

ー国政府との直接の協議が必要になってくるかと考えております。今後こういったこ

とが可能なのかにつきましては、検討をさせていただきたいと思います。 

   以上でございます。 

○議長（菊地利勝） １１番。 

○１１番（押山義則） 突拍子な提案でありますので。ただ、仲間の知り合いの旅行業者

から、マチュピチュ観光で大変入場するのに苦労していると。大玉村あたりでそうい

う枠ないのかという、そういう逆質問を受けたものですから、面白いなと思って設定

してみました。ぜひ前向きに検討してください。 

   次の質問に入ります。 

   農業振興公社についてということで伺います。 

   これは、今、進行中なのは十分ご存じであります。そういった意味で、端的に存在

意義の観点から伺わせていただきます。 

   ますます厳しくなるこの農業を取り巻く環境の現状、そういった意味から先取りし

た事業展開が望まれると考えております。 

   今回少し提案してみたいのは、畑作用の、結局農業振興公社がどういうふうに考え

ているかは分かりませんが、苗の提供、いろんなところで事業展開しているところで、

成功しているところは、そういう振興公社なりがそれなりに村に、その地域に合った

産品の苗を提供する頃から始められているというのがあちこちの調査で理解できまし

た。ネギとか最近はサツマイモがどこでもやっています。それからタマネギも浜辺り

は大分始まりました。それから里芋とか、もろもろいろんなもの考えられるんであり
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ますが、その辺を研究していただいて、苗の提供をまず投資するとかなりの効果が生

まれるということがあちこちの実証作業で理解しております。その辺を考えた施策展

開をしていただきたいこと、まずそれが一つであります。 

   それから、現在大変な状況にあるシルバー人材に委託した草刈り、これ、新たな視

点で解決してほしいと思っています。どうあっても草刈り事業は誰かはやってもらわ

なきゃ困る。そういう意味で、プロ集団の育成、これ、シルバー人材云々でなくて、

農業振興公社が取り組めないかということの提案なんでありますが。 

   答えられる範囲で結構ですので、お願いします。 

○議長（菊地利勝） 産業建設部長。 

○産業建設部長（菅野昭裕） １１番議員さんにお答えをいたします。 

   農業振興公社につきましては、大玉村農林業の発展と地域社会経済の活性化に寄与

するということを目的としておりまして、今後の大玉村農林業を展望する上で、極め

て存在意義は大きいと認識してございます。 

   議員ご質問にございました畑作での苗提供、これは公社、現在事業を進めておる中

で今後段階的に事業を展開していくわけでありますが、現在協議しておりますのは、

遊休農地を活用して、これからの推進作物、こういったものを実証栽培を経ながら、

その推進、普及に努めていくという中で、苗の提供というようなものも視野に入って

くるんではないかというふうに考えてございます。 

   また、現在の草刈り作業というふうな部分でございますけれども、現在、公社にお

きましては、農作業受委託の組織体制づくり、こういったものを進めているところで

ございますけれども、農家さんの声としては、直接、仲介するだけではなくて、直接

公社でやってくれないのかという声もございます。こういったことも受けまして、人

員あるいは機械器具も含めたそういった体制整備も段階的に進めていく必要があるん

ではないかというふうに考えてございまして、これらにつきましては、公社理事会を

通じて反映してまいりたいというふうに考えているところでございます。 

   以上であります。 

○議長（菊地利勝） １１番。 

○１１番（押山義則） ありがとうございました。 

   ぜひ部長おっしゃられるような方向で、今後も展開お願いしたいと思います。 

   次の質問に入ります。 

   スマートインター、それからバスストップ道の駅についての展開状況を確認する意

味で、伺います。 

   ちょっと厳しい言い方で伺いますが、これまでの話から、誘致決定は今年度が山場

と伺っておりますが、この事業、決して後戻りは許せない状況にあります。誘致決定

は必須と考えております。これ村長に伺いたいんでありますが、進退をかけた覚悟が

必要であります。そういった意味で村長の認識を伺いたいと思います。 

○議長（菊地利勝） 村長。 

○村長（押山利一） 再度１１番議員さんにお答えします。 
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   進退をかけるというよりも、不退転の気持ちでこれに取り組んでいきたいというこ

とで、限りなく実現性の高いものとするべく、今、勉強会を進めています。その勉強

会自体に国の東北整備局とネクスコの仙台支店の方も参加いただいている、国・県の

方が参加いただいて勉強会を実施して、この勉強会は資料づくりになります。今年、

国のほうに正式に、連休明け頃になると思いますが、まだ時期ははっきりしませんが、

その時点で国のほうに正式に調査してくれないかという申請をするように要請をする

ようになります。それで、国のほうで分かったと、じゃ、建設に向けて調べてみるか

というのが直轄の調査ということになりますが、ここがまあ正念場だというふうに考

えております。 

   ただ、勉強会でできた資料というのはかなり精度の高いもの、可能性の高い資料が

できるというふうに考えておりますので、当面はその勉強会の資料がオーケーで出来

上がること、これを今度持って国のほうに強く要請をしてまいりたいというふうに考

えています。 

   可能性はどうだということは予断を持って当たることはできませんが、全力で取り

組んでまいりたいというふうに考えております。 

   以上です。 

○議長（菊地利勝） １１番。 

○１１番（押山義則） 失礼な質問を申し上げましたが、村民はもう既にできるんだと、

そういう認識でいる状況だと思います。そういうことを踏まえて、事業展開をしてい

っていただきたいと考えます。 

   次に、学校などの管理運営のことで質問いたしました。 

   こども家庭庁が発足します。こどもまんなか社会、この実現に教育委員会の認識を

伺うと設定いたしましたが、このことは健康福祉課と重複することでもありますが、

子どものそれぞれの家庭状況の調査や支援内容のデータベースの集約とか、特に心配

される虐待とかヤングケアラーとか、それから養育が困難な家庭への支援など、そう

いうものを含めまして、直接子どもと接する教育現場の視点から、このこどもまんな

か社会への認識、対応、これ、できれば教育長の考え伺いたいんでありますが。 

○議長（菊地利勝） 教育長。 

○教育長（渡辺敏弘） １１番議員さんにお答えをいたします。 

   ご存じのとおり、少子化あるいは人口減少というのには歯止めがかからない状況に

なっておりまして、議員おっしゃられたように児童虐待、あるいは不登校、子どもの

自殺なども含めまして、子どもを取り巻く環境、状況というのは大変深刻になってき

ているところであります。 

   こうした背景を基に、子ども政策を強力に推進していく、そのための新たな司令塔

ということでこども家庭庁が４月からスタートするというふうになっておりますが、

子ども誰一人取り残すことなく健やかな成長を支援していく子ども政策がこれまで以

上に強力に推進されるということを期待しているところであります。 

   こどもまんなか社会の実現ということでありますけれども、国・県はもとより関係
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部局間の連携、これがますます重要になってくるというように考えております。先ほ

どおっしゃられたように、ヤングケアラーの問題であったりということについても、

実際、保健福祉の部局と連携をして調査をしたり、状況を確認したりという例が今現

在ももう既に行っております。教育委員会といたしましても、これまで以上にさらに

現状と課題というのを関係部局間で共有しながら、子どもが自立した個人としてしっ

かりと成長できるようにその役割を、教育委員会としての役割、今後も十分に果たし

てまいりたいというふうに考えております。 

   以上です。 

○議長（菊地利勝） １１番。 

○１１番（押山義則） ４月から発足ということで、決意を新たにしていただくための質

問いたしました。 

   次に、ＩＣＴの推進についてということで伺います。 

   大玉村防災無線によるネットやゲームの依存に対しての注意喚起とか啓蒙が出され

おります。ある集まりで、老人の集まりなんですが、そこでの話なんですが、時間の

ルールづくりは悪手だと、そういう声が上がりました。何人かからはそういうふうに

同調する考えの方がおられました。 

   ＩＣＴ機器、これは四六時中使うこと、これ、何で村はためらうんだろうなと。必

要なとき使ってこそ効果が生まれるんじゃないかというのは、うがった言い方とは思

えなかったんですよね。子ども自身、自分の資質を磨くための道具でないのか。利用

頻度を上げていくのが学校とか社会のデジタル化でないのかという厳しい意見であり

ました。子どもの自立を信用しようということであります。とのことでした。 

   反論ありますかね、伺います。 

○議長（菊地利勝） 教育総務課長。 

○教育総務課長（橋本哲夫） １１番議員さんにお答えいたします。 

   防災無線でメディアコントロールデーという形で、地域、保護者の方に放送のほう

で今現在実施している状況です。 

   この取り組みにつきましては、おおたま学園、幼小中の先生方で組織します人権教

育推進委員会というものが中心になりまして基本的生活習慣、こちらの中の取り組み

の一環としまして、毎週水曜日についてのみメディアコントロールデーという形で、

子どもだけでなく、ご家庭の理解と協力を得ながら推進していく目的で放送させてい

ただいております。 

   議員さんおっしゃるとおり、そのＩＣＴの活用、これについては学習においては大

変有効な、有益なものだというように認識しております。当然ながら、メディアを排

除するというような目的ではございません。効果的に活用できる力を育成したいと考

えております。 

   また、テレビやパソコン、スマートフォンやゲームなど、幼少期から長時間利用す

る子どもの割合が増えている現状、それから、ＳＮＳによるいじめや、ゲーム、イン

ターネットの依存などの問題もある中で、子どもたちが自主的にコントロールしなが
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らメディアと正しく付き合い、家庭学習の習慣化はもとより、体を積極的に動かす時

間や読書、それから家族との団らんの時間なども大切にし、心身ともに健やかな子ど

もの育成のために、保護者や地域の皆様のご支援を得ながら今後も努めてまいりたい

と考えております。 

   当然ながら、反論というような、ご質問でございますが、議員さんのお考えに反論

するような内容ではなくて、そういう趣旨の下に実施させていただいているというこ

とでご理解いただければと思います。 

   以上です。 

○議長（菊地利勝） １１番。 

○１１番（押山義則） 捉え方の問題なんでありますが、結局、子どもの自立を信用する

と言いました。結局は、規制するとそれに伴った反発とか必ず出てくる。それは親の

考えでありますよ。だから、その辺も踏まえた、行政がすることなのかというのが一

つの意見でありました。 

   乱暴な言い方なんですが、少し、頭の隅にでも入れておいてください。そしてまた

会議でもこういう意見があったということも踏まえて対応してください。 

   次に、学校給食費の近隣自治体の無償化施策をどう捉えるかということで伺います。 

   郡山市中学校給食費の無償化に踏み切ったようであります。まず大玉村の現状、具

体的に伺います。 

   それから、隣の本宮市も給食センターを共にいたしますが、当面の対応を発表なさ

れたようであります。数字的なこと、把握されておられましたらお示し願いたいと思

います。 

   その上で、大玉村の今後どのような対応されるのか、重ねて伺っておきます。 

○議長（菊地利勝） 教育総務課長。 

○教育総務課長（橋本哲夫） １１番議員さんにお答えいたします。 

   大玉村の現状という形で、本年度の実績につきましてまずお答えさせていただきま

す。 

   本年度も、小中学校の学校給食費の５割の補助と併せまして、物価高騰による食材

費の高騰分、１食当たり２０円の全額補助を実施しております。 

   また、非課税世帯に対しましては、全額補助を実施しておるところでございます。 

   補助による経費としましては、食数等がまだ確定しておりませんので、概算の数字

になりますが、５割補助分で２，１１８万円程度、そのうちの３割分につきましては、

１，２７０万円程度になりますが、臨時交付金で対応しておるところでございます。 

   また、２０円補助分で２８５万円程度、それから非課税世帯分、こちらは現時点で

は予算ベースになりますが、２１０万円程度となっております。こちらの部分につき

ましては、全て一般財源となっております。 

   総計しますと、２，６１３万円程度の補助という実態です。 

   以上です。 

（「分かっていたら、今回の議会に臨むに当たり」という声あり） 
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○教育総務課長（橋本哲夫） 本宮市、今回新聞報道等で私も承知しておりますが、同じ

く５割補助という形で、単純に半額補助を行うということは承知しております。具体

的な数字につきましては把握はしておりません。 

   以上です。 

○議長（菊地利勝） １１番。 

○１１番（押山義則） 最後の質問です。 

   大玉村の今後の対応は、郡山市無償化になったということで、ただ、本宮とは給食

センターの考えがあるから足並みそろえなきゃならないと思いますが、その辺はどの

ように考えておられるのか伺います。これは村長ですか。 

○議長（菊地利勝） 村長。 

○村長（押山利一） １１番議員さんにお答えいたします。 

   郡山の中学生無償化とは言いますが、小学校は無償化でありませんので。９年間を

通しますと、大玉よりもずっと低いと、軽減率は低いというふうになります。本宮が

同じ、全て同じくなりまして七千数百万円かかるというふうには聞いております。 

   これからどうするのかということについては、国が少子化対策ということで、倍増

の予算をつけるということ、未曽有の予算と言っていますので、給食費のほうにも手

がつくのかなという期待をして見守ってまいりたいと。 

   大玉村、今後それがない場合にどうするかということについては、財政的な問題も

ありますので、その辺も踏まえながら改めて検討させていただきたいと思います。 

   以上です。 

○議長（菊地利勝） １１番。 

○１１番（押山義則） これは、自治体間のそれぞれの違いもありますが、ただ、無償化

と新聞に大きく出ますと、村民も同じこと期待しますので、その辺よろしく踏まえて

お願いします。 

   施政方針に対してもろもろ伺いました。コロナ禍で傷んだ社会構造や経済状況から

脱却する新年度と期待申し上げております。 

   以上をもちまして質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（菊地利勝） 以上で、１１番押山義則君の一般質問を打ち切ります。 

   ここで休憩のため暫時休議いたします。再開は午前１１時１５分といたします。 

（午前１１時０２分） 

◇          ◇          ◇ 

○議長（菊地利勝） 再開いたします。 

（午前１１時１５分） 

◇          ◇          ◇ 

○議長（菊地利勝） ８番武田悦子君より通告がありました「定住人口増加対策の拡充に

ついて」ほか２件の質問を許します。８番。 

○８番（武田悦子） ８番武田悦子です。 

   議長の許可をいただきましたので、さきに通告しました３点について一般質問を行
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います。 

   最初の質問は、定住人口増加対策の拡充についてです。 

   大玉村は県内でも人口の増加している自治体です。全国的に人口が減っている中、

減らないということは大切です。大玉村の地理的条件のよさや村が取り組んできた子

育て支援施策をはじめとする様々な施策の効果が表れてのことだと思います。 

   ここ数年、村内ではあちこちにアパートができ、住宅の建設も続いています。 

   そこでまず、これまで定住人口増加対策として取り組んできた支援策にはどのよう

なものがあるのか伺います。 

   さらに、これら支援策により人口はどのように増えてきたのか、ここ５年ぐらいの

推移を伺います。 

○議長（菊地利勝） 総務部長。 

○総務部長兼総務課長（押山正弘） ８番議員さんにお答えをいたします。 

   前段部分につきまして、私のほうから答弁をさせていただきます。 

   現在、定住人口増加対策として行っております村の事業としましては、４事業ほど

ございます。１つ目が、大玉村定住促進住宅団地造成事業交付金事業というものでご

ざいまして、村内の住宅地ゾーン等に２区画以上の戸建て住宅用の宅地を造成した場

合、１区画当たり５０万円、１０区画５００万円を上限にしまして交付するという事

業となります。申請者につきましては、宅建業法の免許を有する者となっております。 

   ２つ目につきましては、大玉村住宅誘導インフラ整備に関する要綱に基づく事業で

ございまして、これは、現在１０社から成ります大玉定住促進対策ネットワークとい

う組織に加盟する事業者の方々が、村内の住宅地ゾーン等におきまして、２戸以上の

宅地開発または１戸につきまして４戸以上の集合住宅、これらを建設する場合に対し

まして、申出によりまして敷地内の道路であったり、道路側溝または上下水道本管布

設を村が行うという制度でございます。 

   これら２つの事業につきましては、事業者への支援制度となります。 

   続いて３つ目でございますけれども、大玉村住宅取得支援事業補助金でございます。

これにつきましては、村外からの転入に対しまして、村内に新たに住宅を取得した場

合であったり、新たに多世代が同居、近居するための住宅を取得、また村内居住者が

新たに住宅を取得した場合に、それぞれ上限はございますけれども、補助対象経費の

２分の１の範囲内で補助金を交付するという制度でございます。 

   ４つ目でございますけれども、東京２３区内に居住や通勤していた方が村内に転入

をされ、福島県の相談サイトでありますＦターンサイトに登録されている企業に就職

をされた場合などに、移住支援金を交付するという制度でございます。 

   後段の２つの制度につきましては、個人の方に対する支援制度でございます。 

   以上でございます。 

○議長（菊地利勝） 政策推進課長。 

○政策推進課長（鈴木真一） ８番議員さんにお答えいたします。 

   定住人口の５年の推移ということでございますが、まず、ここ５年間の人口の推移
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等についてお答えいたしますが、全て住民基本台帳に基づく住基人口からの引用とな

りますが、まず人口増減の推移です。これ全て３月末現在になりますが、平成３０年

８，６７０人、平成３１年８，７８５人、令和２年８，７６４人、令和３年

８，７４３人、令和４年８，７３６人となります。 

   続きまして、自然増減の推移、これは出生数から死亡数を引いた数値になりますが、

平成３０年はマイナス８人、平成３１年はマイナス４１人、令和２年がマイナス

２２人、令和３年がマイナス４５人、令和４年、これ１月末までですが、マイナス

３３人と、この５年間は全て死亡数のほうが上回っているというような状況になりま

す。 

   続きまして、社会増減の推移です。これは、転入者数から転出者数を引いた数値に

なります。平成３０年がプラス１２９人、平成３１年がプラス２２人、令和２年がマ

イナス１人、令和３年がプラス４０人、令和４年が１月末までですがプラス５２人と

いうことで、社会増減で見ますと、ほとんどが転入者数が上回っているというような

状況でございます。 

   人口増減の推移を見ますと、平成３１年をピークに徐々に減少傾向にございますが、

社会、自然増減を見ますとここ５年間のトータルでは９３人の社会増となっておりま

す。この社会増の大部分が定住人口増加策によるものと考えることができると思いま

す。 

   昨年度より実施しております大玉村住宅取得支援事業補助金の実績から見ますと、

昨年度４０件で８８人の転入増、今年度はまだ途中ですが、４３件で５６人の転入増

となっておりまして、２年間の合計では８３件で１４４人の転入増加となってござい

ます。 

   推移については以上でございます。 

○議長（菊地利勝） ８番。 

○８番（武田悦子） 自然減は当然のことでありますが、それを上回る社会増があるとい

うことが、これまで村が取り組んできたことの成果なのかなというふうに思っていま

す。 

   これらのことを受けまして、大玉村の第５次総合振興計画の中では、人口の推移、

令和１２年には９，１２０人と予測されております。今現在策定が進められておりま

す都市計画マスタープランでは、令和２２年９，２００人というふうに予想されてい

ます。この令和５年度当初予算の水道事業会計の中の給水戸数３，０１９人というふ

うに見ておりますが、大玉村の水道、この、どこの人数までは対応できるのかという

ことを伺いたいと思います。 

○議長（菊地利勝） 産業建設部長。 

○産業建設部長（菅野昭裕） ８番議員さんにお答えをいたします。 

   水道の供給の余力というご質問でございますけれども、令和３年度実績から試算い

たしまして、４人家族を１世帯として、現時点で約８８５世帯分の余力があるという

ふうに想定をしているところでございます。これにつきましては、１人当たりの使用
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水量、これを０．２５立米とした場合、村の水道供給能力の残り、これを割り返した

数字からこのような試算をしているところでございます。 

   以上でございます。 

○議長（菊地利勝） ８番。 

○８番（武田悦子） ８８５世帯分、まだまだ余力はあるのかなというふうにも思ってい

ますが、この昨年の大雨でこの水源、大きな被害を受けました。さらにはこの水源の

施設、それぞれの施設も老朽化が進んでいるのかなというふうな心配もあります。 

   この現在の水源だけでは将来的に、今は間に合うけれども将来的にどうなのかなと

いう不安、あるのではないかというふうに思っておりますが、新たな水源の確保、こ

れらに向け検討されているとも伺っております。どのように取り組まれていく考えな

のか、伺いたいと思います。 

○議長（菊地利勝） 産業建設部長。 

○産業建設部長（菅野昭裕） ８番議員さんにお答えをいたします。 

   議員さんご指摘のように、今後の水道の需要増、あるいは災害対応、そういった必

要性、また、水源の老朽化、そういった観点から新たな水源の確保については必要だ

というふうな考えを持っておりまして、具体的調査箇所につきましては現在検討段階

でありますけれども、本年１月に９区、１０区の区民の方々を対象に地元説明会を開

催させていただきました。今後、関係地元の住民の方々と情報共有あるいは協議しな

がら、令和５年度におきまして水源調査を実施してまいりたいというふうに考えてお

りまして、今後も安定供給を図るための事業を進めてまいりたいというふうに考えて

いるところでございます。 

   以上であります。 

○議長（菊地利勝） ８番。 

○８番（武田悦子） 水は生活していく上で一番大切な資源でございますので、十分に調

査を進めて新たな水源の確保に取り組んでいただきたいというふうに思っております。 

   この大玉村の水、とってもおいしい水であります。あのまま売れないかというよう

なお話もありますが、このおいしい水を残していくというためには、やはり水源の周

囲、さらには上流、この森林の整備をしていくということが大切なのだというふうに

思っています。大玉村、国有林野も含めて、多大な、大きな森林持っているわけです

が、しっかりとした整備計画を持つ、これが大変重要ではないかというふうに思って

います。 

   そこでまず、国有林野についてお尋ねをいたします。 

   国有林野については、村がどうこうできるものではないということはよく分かって

いるところですが、地元の自治体として、国に対して整備の重要性を求めていく、こ

れはやはり必要ではないかというふうに思います。 

   現時点で、国有林野の整備計画、どのようになっているのか、水資源の涵養の観点

からも適切な管理を求めるべきだというふうに思っておりますが、これらの現状、さ

らには今後について村長の考えを伺います。 
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○議長（菊地利勝） 産業建設部長。 

○産業建設部長（菅野昭裕） ８番議員さんにお答えをいたします。 

   国有林野の森林整備の現状でありますけれども、現在のところにつきましては、そ

の施業箇所、そういった部分について通知されるというふうなことでございますけれ

ども、この森林の果たす水源涵養機能、そういったものにつきましては極めて重要で

ありますので、村長出席いたします国有林野等所在市町村長の有志連絡協議会、そう

いったところできちんと国有林野につきましては林野庁に要望をしていくような、そ

ういったこともございますので、そのような形で今後も取り組んでまいりたいという

ふうに考えてございます。 

   以上であります。 

○議長（菊地利勝） ８番。 

○８番（武田悦子） そういう話しかないのかなというふうには思いますが、この県民の

森、これも国有林野でございますが、全体で７００ヘクタール、その一部、９０ヘク

タール、オートキャンプ場、さらには学習施設として利用されておりますが、そのほ

かの部分、森林としてどのように管理をされているのか。水源保全地域としてどのよ

うに管理されるべきなのか、村としての考え方、福島県がどのように考えているのか、

分かる範囲でお答えをいただきたいと思います。 

○議長（菊地利勝） 産業建設部長。 

○産業建設部長（菅野昭裕） ８番議員さんにお答えをいたします。 

   県民の森を含めた国有林野でありますけれども、先ほど申し上げたような状況でご

ざいまして、特に詳細な情報、私どもとしても持ち合わせているということではござ

いません。したがいまして、特に県民の森につきましては、それらについて協議をす

る機会、これら、県の関係機関とも協議しながら、その内容について進めていきたい

というふうに考えているところでございます。 

   以上であります。 

○議長（菊地利勝） ８番。 

○８番（武田悦子） しっかりとした声を上げて、森林整備並びに管理という部分で、や

っぱり水が何といっても大切なんだということを念頭に置いて活動を進めていただき

たいというふうに思います。 

   現在、村内各地で宅地造成行われております。家が建ち、人が増えれば当然交通量

も増えてまいります。もともとの道路のそばに家が建ち、車が増えれば、危険な場所

が増えるということになります。計画的に道路を広げている場所もありますが、そう

でないところのほうが多いのではないでしょうか。造成地周辺の道路も含めた環境整

備、これをどのように考えていらっしゃるのか伺います。 

○議長（菊地利勝） 産業建設部長。 

○産業建設部長（菅野昭裕） ８番議員さんにお答えをいたします。 

   開発が行われる区域内の道路、さらには開発区域に接する道路の整備につきまして

は、原則として開発行為者が行うということが原則でございますが、先ほど答弁にあ
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りましたように、大玉村住宅誘導インフラ整備に関する要綱による誘導策あるいは将

来の宅地化の促進化を図るということを目的といたしまして、村が道路あるいは上下

水道整備も行うというふうなケースもございます。 

   これら周辺道路の整備に当たりましては、開発区域の規模、さらには形状、周辺の

地形、土地利用の形態、そういったものに照らしながら、円滑な交通が担保されるよ

うに、この開発行為者と協議をしているところでございまして、今後につきましても

そのような形で整備を進めていくということを基本にしてまいりたいというふうに考

えてございます。 

   以上であります。 

○議長（菊地利勝） ８番。 

○８番（武田悦子） 都市計画マスタープランでは、村内をゾーニングして、適切な宅地

整備を進めたいというふうにしているようでありますが、現在、村内あちこち虫食い

状態で開発が進んでいるのかなというふうに思います。この民間の宅地開発というこ

とになりますから、どうしてもそうならざるを得ない部分もあるのかなというふうに

は思いますが、やはりこの、計画的にそういう宅地整備を進められないものか、この

土地を有効に活用するためにも、やはり計画性が必要ではないかというふうに思いま

すが、これらについての考えを伺います。 

○議長（菊地利勝） 産業建設部長。 

○産業建設部長（菅野昭裕） ８番議員さんにお答えをいたします。 

   都市計画マスタープランにおきましては、今後の住宅施策につきましては、民間事

業者への誘導策というものを一義的に挙げまして、さらに先ほど申し上げましたよう

に、村が将来の宅地化を誘導というふうな形で挙げているところでございます。した

がいまして、直接村が行うということの前に、民間事業者による開発を誘導するとい

うふうな観点で進めているところでございますが、さらに場所につきましては、どう

しても集落の周辺ですと、農地転用による宅地開発、こういったものに関しましては

集落接続事業というふうな形で農地転用が許可されるというふうなこともございまし

て、虫食い状態ではないかというふうな懸念がされるんではないかと思います。 

   担当といたしましては、これらの開発については、どうしても小規模なもの、これ

については道路沿線あるいは接するところ、そういったところから開発されるという

ことが多うございますので、その奥に入る道路のきちんとした担保あるいは耕作が図

れるような、そういった形での確保、これについては重視してまいりたいというふう

に考えているところでございます。 

   以上であります。 

○議長（菊地利勝） ８番。 

○８番（武田悦子） より適切な土地利用を進め、宅地開発等々にも進めていただきたい

というふうに思って、次の質問に入ります。 

   生涯学習、生涯スポーツの推進について伺います。 

   大玉村健康長寿の村づくりを進めております。現在、健康ポイントや元気づくり体
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操などへ取り組んでいる方も増えています。これも大変すばらしいことだと思ってお

ります。 

   その一方、生涯学習、生涯スポーツなどを通しての健康づくり、これをもっと進め

ていくべきではないかというふうにも思います。 

   そこで、現在生涯学習として行われている事業にはどのようなものがあるのか、参

加されている方々の年代、人数なども伺いたいと思います。 

○議長（菊地利勝） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（渡辺雅彦） ８番議員さんにお答えいたします。 

   現在本村で実施しております生涯学習事業につきましては、両幼稚園での子育て支

援事業によります人形劇公演、あと、世代間交流事業による幼稚園の祖父母参観、ま

た３月には生きがい探しセミナー講座を２回予定しております。そのほかにも、小学

３年生を対象といたしましたわんぱく広場や中学３年生を対象としましたおおたま未

来塾、あとは二十歳を祝う会、おおたま生き粋大学、おはなし会、おはなしボランテ

ィア育成事業、文化のつどい、文化祭、大玉合奏部、プチミュージアムなどがこの生

涯学習事業に当たるかと考えてございます。 

   参加されている方の年代別人数ということですけれども、年代別での集計を取って

いない事業もございますので、参加人数につきましては合計人数でちょっとお答えさ

せていただきたいと思いますけれども、人形劇公演につきましては、玉井、大山両幼

稚園の園児１８３名、幼稚園の祖父母参観につきましては祖父母２７８名、あと、生

きがい探しセミナーにつきましては、現時点で１０代から７０代の方、１回目の似顔

絵イラスト講座につきましては現在１５名、オリジナルのお皿講座につきましては

１２名の申込みがございます。あと、わんぱく広場につきましては、大山、玉井両小

学校の３年生児童２６名、未来塾につきましては中学３年生３０名、二十歳を祝う会

につきましては二十歳になった成人者の方６３名、おおたま生き粋大学につきまして

は６７歳から９３歳までの６２名、おはなし会につきましては、１０代未満のお子さ

ん、保護者を合わせまして６３名、おはなしボランティアにつきましては３０代から

７０代の方１５名、文化のつどいにつきましては２回の公演を合わせまして１０代か

ら９０代の方２３０名、文化祭につきましては未就学のお子さんから９０代の方まで

約８５０名、大玉合奏部につきましては２０代から６０代の方１３名、プチミュージ

アムにつきましては１０代から７０代の方２７名の参加というふうになってございま

す。 

   以上でございます。 

○議長（菊地利勝） ８番。 

○８番（武田悦子） ありがとうございます。 

   次に、スポーツクラブ、できて随分たっております。現在どのような種目が行われ

ているのか、生涯学習同様、参加されている方々の年代、人数、できれば男女比など

も伺えればというふうに思います。 

○議長（菊地利勝） 生涯学習課長。 
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○生涯学習課長（渡辺雅彦） 再度８番議員さんにお答えいたします。 

   村内で活動しておりますスポーツクラブ、今現在１５団体ございます。種目につき

ましてはヨガ、ソフトテニス、太極拳、バドミントン、ラージボール卓球、公式テニ

ス、スポーツウエルネス吹矢、そば打ち、水中運動、フットサル、ソフトバレー、水

泳教室、調理、ゴルフ、ランニングというふうになってございます。 

   参加されている方の年代と人数につきましては、スポーツクラブ全体を通しまして、

未就学児童が６名、小学生が８４名、中学生１９名、１６歳から１８歳までの方が

２名、１９歳から２９歳までの方が７名、３０歳から３９歳までが１８名、４０歳か

ら４９歳までの方が３４名、５０歳から５９歳までの方が２１名、６０歳から６９歳

までの方が５２名、７１歳以上が３６名ということになってございますが、年齢が不

明な方がほかに５名ほどおられます。 

   男女比につきましては、ちょっと今、数字はつかんでおるんですけれども、後ほど

ちょっと計算させていただいてご答弁させていただきます。 

   すみません、よろしくお願いいたします。 

○議長（菊地利勝） ８番。 

○８番（武田悦子） 子どもたちが参加しているスポーツ少年団の状況はどのようになっ

ているのか、その団の数、参加している子どもたちの数も減っているとも聞いており

ます。どのように推移しているのか伺います。 

○議長（菊地利勝） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（渡辺雅彦） ８番議員さんにお答えいたします。 

   スポーツ少年団の団体の数でございますけれども、今現在で５団体ございます。内

容につきましては、大玉剣友会スポーツ少年団が団員の方、現在で１２名、大玉ジュ

ニアタイガーススポーツ少年団、団員２２名、大玉バレーボールスポーツ少年団、団

員８名、大玉ＦＣスポーツ少年団、団員２８名、大玉ミニバスケットボールクラブ、

こちら男女合わせまして団員３１名ということになってございます。 

   以上です。 

○議長（菊地利勝） ８番。 

○８番（武田悦子） それぞれ伺いました。かなり、参加されている人数等々見ますと、

そんなに多い人数ではないのかな。特にこの生涯学習の分野でいきますと、祖父母参

観であるとか、幼稚園の人形劇であるとかという部分に関しては、いわゆる生涯学習

の分野に事業としてカウントしていいものかどうかというふうにも、特に祖父母参観

とかはね、思うんでありますが、まあ、事業としてはそういうことになっていくのか

なと。 

   スポーツクラブでも、このやはり若い年代の皆さんの参加というのが少ないのかな

いうふうなのが、この今聞いた実感としてございます。 

   スポ少でもこれだけの人数しか今いないんだと、改めて感じたところです。本当に

減っているなというのが実感であります。特にこのスポ少の問題でありますけれども、

先ほど来、中学校の部活の地域移行の話もございました。スポ少でせっかくやってき
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たスポーツ、中学校に行ったらできなくなっているという現状、さっき、サッカー部

が休止という話もありました。やはり子どもたちにとってスポ少で頑張ってきたのを

中学校に行ってもやりたいんだという気持ち、とても強いと思うんですね。中学校に

行ってまた新たな気持ちで別なスポーツに取り組むと、そういう子どもたちも現実に

いますが、やはりやってきたことを継続するという意思のほうが子どもたちにとって

は大きいのかなというふうにも思います。 

   このせっかく頑張ってきたスポーツ、これを中学校でもうできないんだよ、部活と

してはできないんだというふうになってしまっているこの現状というのについて、ど

ういうふうに考えていらっしゃるのか、また、そういう希望を持つ子どもたちに対し

て、学校としてどのように対応されているのか、伺いたいと思います。 

○議長（菊地利勝） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（渡辺雅彦） ８番議員さんにお答えいたします。 

   スポ少を経験して中学校で部活がないということは、今までせっかくやってきた大

好きなスポーツを中学校で断念するという子どもが出てきてしまうというのは、一番

の重要な課題なのかなというふうに私どもも捉えてございます。 

   今回、サッカー部のほうが話にございまして、保護者の方が中学校等にお伺いしな

がらお願いしていたという経緯もございました。そちらで私たちのほうも地域移行と

いう部分もございましたので、先ほど１１番議員さんに答弁したとおり、２月２４日、

中学校のほうにお伺いしまして、校長先生と教頭先生とお話をさせていただいて、そ

の中で、問題点、課題等挙げさせていただきました。その話の結果を基に、大玉ＦＣ

さんの保護者の方、団長、あと指導員の方に集まっていただきまして、先週の水曜日、

打合せといいますか、話合いをさせていただいたところです。 

   やはり中学校で部活がなければ、スポ少があったとしても今度スポ少に入る子もも

っと減ってしまうというところも危惧されるところでございましたので、できれば中

学校入っても何とか同じスポーツを継続して続けていくための環境づくりというもの

をまず整えなくちゃいけないというふうに考えましたので、ＦＣさんのほうとお話を

させていただいて、今ＦＣさんはスポーツ少年団なので、カテゴリーアンダー１２と

いうことで登録されております。そちらのカテゴリーをアンダー１５まで引き上げて

いただいて、登録につきましては今後、入ってくる団員さんといいますか、そちらの

人数によって検討していきたいというふうに考えているようです。 

   うちのほうも、環境づくりというのをまず整えていかなくてはならないというふう

に考えましたので、ＦＣさんにまずアンダー１５までのカテゴリーを上げていただき

たいということと、それに伴って、中学校でクラブに行かれる生徒さんはまだ上を目

指してなんていうこともあると思いますので、それは結構なんですけれども、経済面、

保護者の送迎等でそういったクラブにも加入できないという方につきましては、やは

り地元といいますか、地域でやはり取り組んでいくしかないということで、そのよう

なことで、大玉ＦＣさんのほうにはアンダー１５までのカテゴリーを上げるというこ

とでお願いいたしました。 
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   それで、大玉ＦＣさんも前向きに検討していただくというようなことで、今準備を

進めているところではございます。 

   そういった環境づくりというのが今後、大変必要になってくるのかなということで、

地域移行につきましても、その辺も考慮しながら各関係機関、スポーツ少年団等と連

携を密にして取り組んでいきたいと考えてございます。 

   以上でございます。 

○議長（菊地利勝） ８番。 

○８番（武田悦子） スポーツ少年団に関しては、小学生で終わりというわけではもちろ

んございませんので、そういう観点も含めて新たな取り組みの仕方なのかなというふ

うに今お話を伺って感じたところです。なるべく子どもたちの負担が少なくなるよう

な、そして継続した活動ができるような取り組みの仕方というのも検討しながら進め

ていっていただきたいというふうに思います。 

   そこで、これまで伺ってまいりました様々な生涯学習、生涯スポーツ、それぞれ参

加者を増やす努力というものはされているかと思いますが、これらの分野というのは

時代とともに変わっていくものというふうにも思っております。特にこのコロナの影

響で人々の考え方、行動の仕方というのが大きく変わってまいりました。これまで行

ってきた事業を継続していく、これももちろん必要ですが、新たな事業をつくり出し

ていくということも必要なんではないかなというふうに思います。 

   この事業の取捨選択というんですか、新たに事業をしていく上でこれまでのここは

なくしてもいいのかななどという、この事業の在り方というものも必要なのかなとい

うふうにも思っておりますが、これらについてはどのように考えていらっしゃるのか

伺います。 

○議長（菊地利勝） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（渡辺雅彦） ８番議員さんにお答えいたします。 

   新たな取り組みとしましては、昨年、これまで単独で行っておりましたスポーツク

ラブの会員交流会、こちらを商工会青年部と地域学校協働本部が合同で開催しており

ますおおたまコミュニティフェスタと共催しまして、いろいろなスポーツ体験をして

いただいたところでございます。今後につきましても、こういったほかの事業との合

同での開催と、あと村民の方からのご意見、ご要望などを事業に反映させながら、実

施方法、あと開催方法なども工夫を凝らしてなるだけ多くの方に参加していただける

ような事業展開に努めていきたいというふうに考えてございます。 

   以上でございます。 

○議長（菊地利勝） ８番。 

○８番（武田悦子） いろいろな事業あっても、出てくる顔ぶれは大して変わらないとい

う現実もございますので、いろいろ工夫をしながら、進めていっていただきたいとい

うふうに思います。 

   次でありますが、村内の公民館も含めました社会体育施設、それぞれ建設から随分

たっているものが多いのかなというふうに思っております。それぞれに整備計画、改
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修計画策定されておると思います。この夜間照明、それももう本当に随分昔からある

というふうに記憶しております。これらの計画、さらには改善センター、大山公民館

の調理室、大変使い勝手が悪うございます。これらも含めた計画というものがあるの

かどうか、お示しをいただきたいと思います。 

○議長（菊地利勝） 総務部長。 

○総務部長兼総務課長（押山正弘） ８番議員さんにお答えをいたします。 

   現在、村内公共施設の修繕計画を含めました大玉村財政計画の策定作業を進めてお

ります。この財政計画におきましては、施設を管理します各課から提出のあった公共

施設の屋根でありましたり壁の塗装工事など、長寿命化のための修繕や施設の建て替

え計画等をそれぞれ集約をいたしまして、同一年度に偏ることがないように平準化を

図る目的と、さらに工事等に係る補助金や起債などの特定財源を明確にしまして、極

力一般財源に負担をかけないことを目的としまして策定をするものでございます。 

   このため、今後の施設修繕につきましては、策定後の計画並びに補助制度の動向を

踏まえながら順次進めてまいりたいと考えております。 

   以上でございます。 

○議長（菊地利勝） ８番。 

○８番（武田悦子） 教育施設、社会体育施設に関しては、現在のところ全然そういう計

画の中の位置づけというか、順位というか、そういうものはまだ示せないということ

でよろしいでしょうか。 

○議長（菊地利勝） 総務部長。 

○総務部長兼総務課長（押山正弘） ８番議員さんにお答えをいたします。 

   現在、計画のほうに、提出のありました各課というふうに申し上げましたけれども、

今、重点施策で進めております子育て支援センター（仮称）でございますが、こうい

ったもの、あとは再エネ・アグリパーク、そのほか消防団の屯所でありましたり、堆

肥センター、さらには教育施設、小中学校の体育館でありましたり校舎、さらに村民

体育館、こういった公共施設につきまして、提出のあったものにつきましては計画の

中で、何年度といいますのは、先ほど私のほうで申し上げましたとおり、同一年度に

偏らないためにそれぞれ年度を分散しております。これにつきましては、令和５年か

ら令和１３年度にかけての計画の中にそれぞれ対象公共施設のほうを盛り込んでいき

たいということで、今現在、どの建物をどの年度というふうに明確には申し上げられ

ませんが、平準化を図った上で計画を樹立していきたいというふうに思っております。 

   以上でございます。 

○議長（菊地利勝） ８番。 

○８番（武田悦子） 村民の皆さんが身近に使う施設、様々あろうかと思います。平準化

をして偏らないようにというものも十分理解はしますが、ぜひとも社会体育施設も早

めに改修をしていただきたいというふうにお願いをするところです。 

   このコロナ感染症、スポーツの分野にも大きな影響を及ぼしております。このスポ

ーツへの取り組み方、これも大きく変わってまいりました。集団で行うスポーツとい
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うのがなかなかできなくなって、個々で楽しめるスポーツ、個人でできるスポーツと

いうふうなものにシフトしているのかなというふうにも思っているところです。 

   村内ではジョギングなりウオーキングなりという方を、されている方を以前より多

く見かけるように思います。本当に前から村内にウオーキングコース整備してほしい

という声もございました。これらの施設の整備という部分でありますが、わざわざ車

を使ってまでそのコース、せっかくつくったコースに行くのかな、行かないんじゃな

いかなという、そういう懸念というのも十分あろうかと思いますが、この、わざわざ

車を使ってまで行きたいと思わせるようなコースにどうしていくのかというところが

大切なのかなというふうに思います。 

   例えば村民の森、県民の森、アットホーム、あの周辺一帯をつないだコースの整備

をする、ウオーキングなりなんなり、環境的にはとてもすばらしい地域でありますの

で、あの辺周辺一帯をどう使っていくのか、それにはこの予定しております再エネ・

アグリパークですね、あの場所、せっかく人を集めるわけですから、あの場所の周辺

にそういうコースを整備できないのか、それこそ皆さんの腕の見せどころなのかな。

どうやったら人を集められるのか、どうやったらあそこでいろんなイベントができる

のか。 

   せっかくつくる新しい施設をただ単純にと言ったら大変失礼ですが、再エネ・アグ

リパーク、様々な機能がそこに集積されるわけでありますから、そこにスポーツの観

点、健康づくりの観点も取り入れてはどうかなと。特にこの若い世代の皆さん、した

くてもできない環境にある皆さんの関心をどう引くのか、やはり人を集めるための知

恵というのが今こそ求められる時代なのかなというふうに思っております。 

   これらについて、考えを伺います。 

○議長（菊地利勝） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（渡辺雅彦） ８番議員さんに再度お答えいたします。 

   ウオーキングコース、ランニングコースの整備等でございますけれども、今、議員

さんおっしゃったとおり、ふれあい村民の森及びアットホーム大玉の周辺レクリエー

ション施設の利活用について、以前、プロジェクトチームによる検討がされておりま

した。今後、その案をもちまして実施可能な形での施設整備を検討することとなって

いきますので、安全で快適な場所なども考慮しながら総合的にその中で検討していき

たいというふうに考えてございます。 

   以上でございます。 

○議長（菊地利勝） ８番。 

○８番（武田悦子） 生涯学習、生涯スポーツとも、この多くの皆さんがより多くの皆さ

んが参加していくということが大変重要です。様々な角度から事業に取り組んでより

多くの皆さんが参加できる、そのような施策の推進、事業をつくっていただきたいと。

やはり魅力というものをどこに求めているのか様々でありますが、魅力ある事業にし

ていくための皆さんの努力も必要かなというふうにも思っているところです。 

   最後に、追加質問で出した質問を行います。 
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   子育て支援の充実について伺います。 

   様々子育て支援については大玉村も行われておりますが、保護者の負担軽減に大変

大きな役割を果たしています学校給食費の補助制度、先ほど来質問もありました。こ

の制度は、県内自治体の７割が給食費の補助制度行っております。割合はもちろん

様々でありますが、どこの自治体でもこの部分が保護者の負担、大きいんだというふ

うに感じていることの表れかなというふうにも思っております。 

   そこで、村の補助制度、もう一歩進めることはできないのか。もちろん、全額無料

ができればそれにこしたことはありません。しかしなかなか一足飛びにそこまで行く

のは難しいかなというふうにも思っておりますが、これらについてどう考えていらっ

しゃるのか。 

   さらには、この給食費の補助制度、県の補助は一切ございません。県なり国なり、

先ほど村長からも国の動向をというお話がありました。異次元の子育て支援というふ

うに国では言っておりますが、本当に異次元の子育て支援をするなら、思い切ってこ

ういうところにお金をかけるべきなのかなというふうにも思います。 

   県で、取りあえず県で補助制度をつくることができないか、これらについても求め

ていってはどうかなというふうにも思います。併せて考えを伺います。 

○議長（菊地利勝） 村長。 

○村長（押山利一） ８番議員さんにお答えをいたします。 

   給食費に対する考え方は先ほど述べましたとおりですが、２割をまず実施をして、

その後、臨時交付金を３割充てました。令和４年までは臨時交付金３割を充てており

ましたが、令和５年度には臨時交付金がございませんので、純粋にその３割分につい

ては一般財源を投入するということで、実質的に２割から５割にしたというのが一般

財源ベースでの話になります。 

   ですから、これをいつの段階でまた拡充するかということにつきましては、先ほど

言いましたように、国の動向を見極め、いずれ流れとしてはこれは拡充していく方向

に流れていくんだろうなというふうには考えておりますが、その辺のことも見極めな

がら、あと県のほうには機会がありますので、そういうことも求めてまいりたいと思

います。 

   以上です。 

○議長（菊地利勝） ８番。 

○８番（武田悦子） 子どもたちに安心しておいしい給食を食べさせる、そのためには食

材のこの問題も大変重要になってくるのかなというふうに思っております。 

   千葉県いすみ市でありますとか愛知県東郷町では、有機野菜、有機米を給食に使っ

ております。先ほど、オーガニックビレッジを宣言した二本松市、ここでも有機野菜

で学校給食を進めるべきという運動が始まっております。 

   全ての食材を有機野菜、有機米で賄うというのはとても大変なことでありますが、

他の自治体、取り組んでいる自治体での実例なども踏まえながら、これらについて検

討できないものか、考えを伺います。 
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○議長（菊地利勝） 産業建設部長。 

○産業建設部長（菅野昭裕） ８番議員さんにお答えをいたします。 

   より良質な食材の提供というものは、極めて重要な課題であるというふうに認識し

てございます。現時点におきまして、有機栽培産品の学校給食での使用につきまして

は、その生産量の観点から、食材の確保あるいは安定供給、さらには価格といった点

に課題があるというふうに認識をしてございまして、これらを使用していくためには、

まず、有機栽培の取組拡大を進める必要があるんではないかというふうに考えてござ

います。 

   有機栽培の取組推進につきましては、農林水産省が２０５０年までに国内で

１００万ヘクタールを目指すということを打ち出しておりまして、村といたしまして

もこういった取り組みの方向、内容について検討を進めていく必要があるというふう

に考えてございます。 

   以上でございます。 

○議長（菊地利勝） ８番。 

○８番（武田悦子） ぜひ、これらの観点から有機野菜についても取り組みを進めていた

だきたいというふうに思います。 

   次に、出産祝い金について伺います。 

   大玉村では第３子目以降、３０万円、こういう祝い金制度ございます。全国的に大

きく出生数が減っている状況、２０２２年は８０万人を切ったという報道がございま

す。この数字は、国の予測よりも１０年も早いというふうにも言われています。 

   子どもの数が減っている中、第３子目からの支援でいいのか。県内でも多くの自治

体、出産祝い金の制度を持っております。金額、支援方法様々でありますが、ほとん

どの自治体で第１子目から祝い金支給などの制度を持っております。 

   出産祝い金があるから子どもの出生数が増えるとは思えません。しかしながら、子

どもは１人目でも２人目でも３人目でも同じ重みがございます。そこで大玉村でも出

産祝い金、これを第１子目から支給していくべきではないかと思っております。 

   村長の考えを伺います。 

○議長（菊地利勝） 村長。 

○村長（押山利一） 再度お答えを申し上げます。 

   先ほど言いましたように、国の異次元の子育て支援、多分ここに向かうんだろうと

いうふうに考えております。子どもに対して現金支給をするという方向で検討してい

るようですので、その辺は見極めながら、実施をしてまいりたいというように考えて

おりますが、大玉の場合には第３子は人口増対策ということで、２人で終わっている

ところを３０万円が呼び水になるかどうかは微妙なところですが、３子目以降、３人、

４人というふうに子どもを産んでいただきたいということも期待を込めて第３子以降

というのがこれが始まったときの趣旨でございます。 

   先ほど言いましたように、国の制度を見極めながら、どの程度国が覚悟をして子ど

もに対して現金支給をするのかということもあろうと思います。 
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   それから、大玉村が四十数名、出生が減少しておりますのは、コロナの影響です、

はっきり言って。２０１９年、１００人近い、９９人生まれています。その次の年に

いきなり四十数名減っています。ですから、２年、３年、４年、この３年間が減って、

子どもが減っているのは、明らかにコロナの影響で子どもを産まなくなっていると。

婚姻率も下がっておりますので。 

   ですから、このアフターコロナということで、この後、５年も多分少ないと思いま

すが、６年以降はまた子どもの出生率は伸びるというふうに期待をしておりますので、

その辺のことも含めながら、国の動きを見極めて、考えさせていただきたいと思いま

す。 

   以上です。 

○議長（菊地利勝） ８番。 

○８番（武田悦子） ぜひこの部分については検討いただいて、実現をしていただきたい

と。子どもはやはり１人目でも２人目でも同じ子どもであります。ここを十分考えて

いただきたいというふうに思います。 

   次に、子育て世代包括支援センター、子ども家庭センターについて伺います。 

   これまで、子育て世代包括支援センターとして事業が行われてまいりました。令和

５年、子ども家庭センター設置に向けて準備を進めていくというふうになってござい

ますが、令和６年には設置されるという予定なのかどうか。さらにはこの包括支援セ

ンター、子ども家庭センター、それぞれに機能があると思うんですが、これはどのよ

うな機能を持つのか伺いたいと思います。 

○議長（菊地利勝） 住民福祉部長。 

○住民福祉部長（作田純一） ８番議員さんにお答えいたします。 

   子どもセンターの設置、基本方針で６年度に向けてということで記載させていただ

きました。それに向けて事務を粛々と進めながら、そこを目指していきたいというふ

うには考えてございます。 

   それから、子育て世代包括支援センター、それと子ども家庭センターの違いという

ところでございますが、包括支援センターにつきましては、これまで同様、母子、乳

児ということでのサポート、相談支援ということで進めてまいります。新たに、社会

福祉係のほうで今携わっております児童の虐待であったりそういった部分について、

新たに子ども家庭総合支援拠点という形でその家庭センターの中に包括して進めてい

くというような形でこの事業、このセンター、進めていくというような内容になって

ございます。 

   以上でございます。 

○議長（菊地利勝） ８番。 

○８番（武田悦子） ということは、令和６年に子ども家庭センターができれば、子育て

世代包括支援センターと子ども家庭センターが一体のものになるという理解でよろし

いんですか。 

○議長（菊地利勝） 住民福祉部長。 
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○住民福祉部長（作田純一） 名称的には一体的なものになります。内容としまして、そ

れぞれ子育て支援センターのほうは保健師さん、そして子どもの家庭相談のほうは福

祉の担当であったり、あとは、今、行政相談支援員のほうにはお世話になっておりま

すが、そういった児童相談所等々と連携して進めていく部門ということで、名称的に

は一体になりますが、総括して進めていくというような組織としては内容になってい

くというふうに考えてございます。 

   以上でございます。 

○議長（菊地利勝） ８番。 

○８番（武田悦子） この、先ほど来、子ども家庭センターのほうでは児童虐待等々、そ

ういう案件を扱うというお話ございました。この子育てをしていく上での悩み、本当

に様々なものがございます。支援する側もきちんと専門的な知識を持った方が必要な

のかなというふうにも思っているところでございますが、この専門職というものの配

置というのは考えているのかどうか伺います。 

○議長（菊地利勝） 住民福祉部長。 

○住民福祉部長（作田純一） ８番議員さんにお答えいたします。 

   ６年度、そのセンターの設置に向けて、その体制と中身につきましても、今後検討

しながら専門職等の配置、それについても十分に検討していきたいというふうに考え

てございます。 

   以上でございます。 

○議長（菊地利勝） ８番。 

○８番（武田悦子） 村民に一番近い村政、住んでよかったと思える村づくり、これを目

指している大玉村であるわけでございますから、この村づくりをどう進めていくのか、

私たち議会ももちろんでありますが、職員の皆さんの知恵の絞りどころ、腕の見せど

ころというふうに思っております。皆さんと一緒に、皆さんの知恵を総動員しながら、

この村づくり、進めていく必要があるのかなというふうにも思います。改めて、その

部分、皆さんの頑張りを期待して一般質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（菊地利勝） ここで昼食のため暫時休議いたします。再開は午後１時３０分とい

たします。 

（午後０時１０分） 

◇          ◇          ◇ 

○議長（菊地利勝） 再開いたします。 

（午後１時３０分） 

◇          ◇          ◇ 

○議長（菊地利勝） ４番本多保夫君より通告がありました「小中学校駐車場の安全対策

と大玉中学校校庭整備について」ほか１件の質問を許します。４番。 

○４番（本多保夫） ４番本多保夫です。 

   さきに通告しました２件につきまして議長の許可を得ましたので、これから質問さ

せていただきます。 
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   去年９月の一般質問におきましては、大変、村長をはじめ行政職の職員の皆さんに

は迷惑をかけたようでございます。議事録を見ますと、大分「・・・」が多く、私も

理解できないところがありましたので、本日はゆっくりと丁寧に時間をかけて質問さ

せていただきますので、よろしくお願いしたいと思います。 

   まず、１番目に小中学校の駐車場安全対策と中学校の校庭の整備について質問させ

ていただきます。 

   １番、照明灯設置及び舗装計画、これは校庭の環境整備、それについて伺っていき

たいと思います。 

   ①といたしまして、大山小学校、玉井小学校の駐車場安全・安心対策を伺っていき

たいと思います。 

   今ある駐車場には、両小学校とも防犯灯が設置されていますが、駐車場の面積の割

には明るさが乏しく、現在の防犯灯数では決して安心・安全とは思われない。昨今は

どこで事故、事件が起きるか分かりません。大分、最近もそういった事件が多発して

おります。これは村内ではございませんが、日本全国的に訳の分からないような事件

が多発しております。そういった観点から、防犯灯の数ではなくて、安心・安全と思

われるような駐車場を全面的にカバーできるような明るさが欲しいんではないかと。 

   小学校はそれでも、遅くなるのは先生方のほうが多いでしょうけれども、この辺に

関してそういった対応策、照明灯、投光器とかそういったものをつくる考えがあるか

どうかお伺いします。 

○議長（菊地利勝） 教育総務課長。 

○教育総務課長（橋本哲夫） ４番議員さんにお答えいたします。 

   まず、玉井小学校につきましては、現在舗装工事のほうを進めておりまして、本日

現在でほぼ完了するような状況となっております。 

   防犯灯についてのご質問でございますが、現在、設置はしているものの確かに光量

の面では少し少ないかなというような実態は承知しているところでございます。この

辺につきましては、実態等よく勘案しながら、状況に応じて検討してまいりたいとい

うふうに考えております。 

   大山小学校につきましては、現在、計画を進めております（仮称）子育て支援セン

ターの整備計画と併せまして、周辺整備等も含めまして鋭意検討してまいりたいとい

うように考えております。 

   以上です。 

○議長（菊地利勝） ４番。 

○４番（本多保夫） ありがとうございました。 

   ２番目として大玉中学校。この駐車場も現在未舗装であり、また、白線もなく明る

さも少ないと。そういった状況下の中にあって、父兄の方々も困惑しているような状

況であります。 

   なぜこの質問をするかというと、父兄の方々から何とかなりませんかと。それは直

接言ったほうが早いですよとは申し上げたんですが、言ってもなかなかやってくれな
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い、実際はどうか分かりませんがそういう話がございましたので、分かりましたとい

うことで本日、質問させていただいているような状況下であります。 

   まず、簡易舗装でも結構かなと思うんですが、大玉中は２つ駐車場あって、両方と

も凸凹で、白線も当然ありませんし、ひももありません。私も会議とか何かでは何回

か利用させてもらっていますが、止める位置もその人によってはばらばらであります

から、結構無駄な空間ができてしまうと。その解消のためにも、そういった簡易舗装

的なものを考えているかどうか、それを伺います。 

○議長（菊地利勝） 教育総務課長。 

○教育総務課長（橋本哲夫） ４番議員さんにお答えいたします。 

   議員さんご質問のとおり、保護者等からそういった要望があることは認識しており

ます。 

   大玉中学校の駐車場につきましては、大山小学校の周辺整備の計画の後に、主に保

護者が送迎をする北側の駐車場の舗装、それから、照明器具等の設置などについては、

検討してまいりたいというように考えております。 

   以上です。 

○議長（菊地利勝） ４番。 

○４番（本多保夫） ありがとうございました。 

   やはり防犯のほうから勘案しますと照明灯、防犯灯、これは必要ではないかと。近

隣は住宅街になっていますから、例えば１０時になると消灯するとかそういったもの

をぜひ設けたらいいんではないかなと。 

   これもやはり安全・安心、どこでいつ起こるか分からないような事故、事件防止の

ためには、ぜひ有意義なる納税とか、ふるさと納税ですか、そういった金をうまく利

用していただいてやっていただければ、父兄の方々もはじめ生徒さんも安心できるん

ではないかと。 

   まして、中学生は部活とかなりますと帰るのが大分遅くなると。すると、９月のお

彼岸過ぎ頃から日が落ちるのが早くなりますから、当然帰るのは暗闇です。父兄のお

迎えも来たとしても６時７時になれば暗いです。それで、明るさがないために危険を

伴ってくる可能性が十二分に考えられますので、その辺をよく考えいただいて対応し

ていただければと思います。 

   最後になりますが、現在の中学校の校庭、これ春先になると必ず土ぼこり、砂ぼこ

り、これが考えられています。また、道路とか何かには、歩道も含めてなんですが、

土ぼこりが大変堆積してきます。そういった問題を解決するため、また、現在は校庭

の東側になりますか、あそこに集合住宅か個人の分譲地、建売住宅かよく分かりませ

んが、今、開発していますよね。あそこが完成した時点で村外から来た場合、これ苦

情が出るのは当たり前になってくると思うんですよ。外から来た人間のほうが強いん

ですよね。そのための対策を今からやっておかないと、問題が発生してからでは対応

し切れないだろうと考えていますが、その辺の考えがあるかどうかお伺いします。 

○議長（菊地利勝） 教育総務課長。 
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○教育総務課長（橋本哲夫） ４番議員さんにお答えいたします。 

   議員さんご指摘のとおり、大玉中学校の校庭が乾燥して強風が吹く日には砂ぼこり

が舞い上がる状況と認識しております。 

   幼稚園、小学校で実施しました芝生化につきましても、部活等々の関係から中学校

へはなかなか適さないのかなと。また、校庭への頻繁な水まきなどにより軽減を図る

ことも可能と考えられますが、人的な面、それから、施設等も考えますと難しいのが

現実です。 

   ただ、今年の春の状況などよく把握しながら今後の対応につきましては検討してま

いりたいというふうに考えております。 

   以上です。 

○議長（菊地利勝） ４番。 

○４番（本多保夫） ありがとうございました。 

   行政職の人は当然そのように答えるだろうとは思っていましたけれども、よく検討

しますという回答は多いんですが、本当にこれは緊急の問題だと思います。本当に真

剣に検討していただいて対応策を取っていただくと。それを強く要望して次に行きた

いと思います。 

   大きな２番といたしまして、山ろく交流センター今後の対応についてということで、

大きな１番で、今回、大玉村を明るくする会会報、これ出ました。私も読ませていた

だきました。この会報を読んで、村民であり村長である、もしこの読んで何か感じる

ものがあったならばお聞かせ願いたいと思います。 

○議長（菊地利勝） 村長。 

○村長（押山利一） ４番議員さんにお答えします。 

   この会報について読ませていただきました。 

   住民監査請求が出されまして、８項目ほどだったと思いますが、いろいろと指摘が

ございました。事務的な問題があるんではないかとか、手続上の問題があるんじゃな

いかとかありましたが、監査委員、時間をかけて関係者全部聞き取りをした結果、

１２月の末に全て監査請求内容については棄却と、問題はないという結論をいただい

ております。 

   ただ、若干、コミュニケーション不足があったんじゃないかとかそういうご指摘を

受けて、今後そういうことを十分勘案しながら事業を進めてくれというお話がありま

した。 

   それについては、我々としても言った言わないというか、きちっと伝えても相手に

伝わらない部分があったとすれば、やはりこれは今後そういうことのないように十分

に説明を尽くしながら事業を進めるということは思っておりますが、これについて監

査請求、内容的にはこの事業については問題ないという結論をいただいておりますの

で、議場であのチラシについて感想は述べるのは差し控えさせていただきます。 

   以上です。 

○議長（菊地利勝） ４番。 
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○４番（本多保夫） ありがとうございました。 

   コメントは控えさせていただきますということなので、その辺も了解したいと思い

ます。 

   次に、②番といたしまして、認可地縁団体と村の公金に対する考えを伺っていきた

いと思います。 

   これ、再確認ということでご了承願いたいと思います。 

   地縁団体が補助金をいただいて事業を実施する場合、今回は山ろく交流センターが

これに該当したわけですが、行政の全面的な支援により完成し、今現在利用されてい

るが、今後も他の認可地縁団体、これはまたあるかどうか分かりませんが、もしでき

た場合、補助金を申請したときには事務的なことや業者の紹介等、全面的に行政側は

支援してくれるのか、また、役場の公金扱いとは別に考え事業を実施する場合、簡単

な検査で完成とみなし補助金を支出していただけるのか、これを確認しておきたいと

思います。 

   財務規則や条例等は、認可地縁団体がやる場合には該当しませんよということをお

聞きしたいと思います。 

○議長（菊地利勝） 総務部長。 

○総務部長兼総務課長（押山正弘） ４番議員さんにお答えをいたします。 

   まず、地縁団体の皆様方に対する支援関係についてのお答えでございますけれども、

通常ですと地縁団体の方々のみならず各組で集会所をお持ちかと思います。同じよう

なケースに考えておるところでございますけれども、あくまでも民間団体であった場

合につきましては、それぞれの団体の方々に事務手続を取っていただくというのが大

原則かと思っております。 

   今回の山ろく交流センターの件に関しましては、あくまでも当初の陳情関係がふれ

あいセンターと同等の施設を建設という形での陳情でございました。 

   前から村長のほうからも答弁申し上げておりますとおり、ふれあいセンターと同等

のものを村が建設した場合はかなり高額になっております。他の施設を見ますと

８，０００万とか１億程度の建設費を要しておりましたので、これをある程度考慮し

ますと団体の方々にお願いをしたほうが建設費用は抑えられるということもございま

した。 

   さらに、一般社団法人自治総合センターのコミュニティ助成事業助成金、これの交

付要件としましては、地縁団体、村が直営ではなくて地縁団体的な登記のできる団体

が助成金の対象ということでもございました。今回の場合、それらの全ての要件に合

致しまして玉井９区婦人ホームと、この団体の方々が事業主体ということになりまし

たので、それに対する支援につきましては村のほうでさせていただいたという経過が

ございます。 

   今後におきましては、このような地縁団体並びに各行政組、そういった団体の方々

が集会所等建設したいというそういうお考えをお持ちの場合につきましては、支援と

しましてアドバイス等は当然させていただきますが、実務については各団体の方々が
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自主的に行っていただくということが大原則かと思います。 

   最後の村の財務規則でございますけれども、これは公金の取扱いの方法を定めたも

のでございまして、民間団体の方々への補助金の交付、こういったものについては適

用になりますが、団体の財務の処理につきましては適用はしないところでございます。 

   以上でございます。 

○議長（菊地利勝） ４番。 

○４番（本多保夫） ありがとうございました。 

   そうしますと、新たに地縁団体の組織化をして交流センター的なものをつくりたい

と、集会所ではなく。そういった場合は、これもやはり行政側が事務的なものは協力

願えるということでよろしいでしょうか。 

○議長（菊地利勝） 総務部長。 

○総務部長兼総務課長（押山正弘） ４番議員さんにお答えをいたします。 

   地縁団体と言われる認可を受けた団体の方々につきましては、今現在、墓地管理組

合が５団体ございます。そのほか、集会所等の管理団体４団体、あとは共有地の管理

団体１団体、合計１０団体ございます。これらにつきまして、ほぼ全ての団体につき

まして財産を所有されておりまして、それらの建設なり維持管理につきましては、そ

れぞれの地縁団体のほうで独自に自ら行っていただいております。 

   今、ご質問の関係の今後のケースでございますけれども、例えば陳情にあるような

施設、今、議員のほうからお話ありました交流センターと言われるそういったものを、

今後村と共同といいますか、協議によりまして建設をするようなそういったケースが

あった場合につきましては、村のほうでも支援のほうは対応をさせていただきたいと

思っております。ケースを見ながらということでご了解いただきたいと思います。 

   以上でございます。 

○議長（菊地利勝） ４番。 

○４番（本多保夫） ありがとうございました。 

   その状況、そのケースを見ながらアドバイス等を考えていきたいという、理解でき

る回答でしたが、これ集会所ならば上限５００万円ですか、今現在、村からの補助を

出していただけるのは。ではなくて……いいですか、しゃべって。 

   これを地縁団体を立ち上げて交流センターという名をつけて申請した場合、地縁団

体とその登録も認めていただくと。本来ならば認可地縁団体というのが筋で、これ法

務局関係してきますから法人化になると思うんですよ。これ登記するためにも、認可

という文字が入っていないと単なる地縁団体だけではできないと思うんです。その辺

は、どのようにお考えになるんでしょうか。お伺いします。 

○議長（菊地利勝） 総務部長。 

○総務部長兼総務課長（押山正弘） ４番議員さんにお答えをいたします。 

   今ほど４番議員さんがおっしゃっております認可地縁団体、これにつきましては、

地方自治法の規定に基づきまして、申請のあった地縁団体を審査して市町村長がその

認可を行うという自治法上定められた団体であります。 
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   おっしゃるとおり、この認可を受けますと当然土地建物取得した不動産の登記が可

能になってまいります。逆にその認可を受けていない今、ほとんどの組で所有されて

いらっしゃるような土地建物につきましては登記ができませんので、あくまでも共有

地、共有財産という形になっているかと思います。 

   ご指摘のように、本来であればそういった団体の皆様方にも認可を受けていただい

て、将来不安にならないようなそういった財産の管理をしていただくのが本来の姿で

はないかというふうには思っております。ちなみに、大玉８区行政区で所有されてお

ります集会所につきましては、認可地縁団体を取っていただいて管理をされていると

いうケースもございます。 

   以上でございます。 

○議長（菊地利勝） ４番。 

○４番（本多保夫） 今のように早めに認可地縁団体というものを村内に広げて、そうで

ないと、何人かが土地を持っているとか建物がどこどこのものだとか、追いかけるの

が大変になってくる状況になると思うんです。 

   ですから、認可地縁団体というものはこういうものですと、これを広く村内に広め

ていただいて、登記関係、後々面倒でなくなるようにご指導していただきたいと思い

ますが、その点はどうお考えでしょうか。 

○議長（菊地利勝） 総務部長。 

○総務部長兼総務課長（押山正弘） ４番議員さんにお答えをいたします。 

   現状の既に不動産を所有されているような団体の方々につきましては、改めて広報

紙とか行政区長さんを通じましてお知らせのほうはしたいと思っております。 

   あと、今後そういった集会所等建物、不動産関係の新築をしたいというふうな場合

に対しましては、今、議員ご指摘のような地縁団体の認可を受けてくださいというふ

うな、逆にこちら側からのお願い的なものもさせていただきながら、将来の不安解消

には努めさせていただきたいとは思っております。 

   以上でございます。 

○議長（菊地利勝） ４番。 

○４番（本多保夫） ありがとうございます。 

   多くの村民の人が、今の言葉で大変助かってくるんではないかと。今後も、事務的

なもの、そういったものを優しく指導してやってつくってあげれば、より一層喜ばれ

ると。そういう方向で進めていただきたいと思います。 

   次に入ります。 

   去年１２月ですか、定例議会におきまして、５番議員さんが山ろく交流センターの

火災保険の関係の質問に、村長は建築費用相当の保険に再加入したと聞いていると答

弁していらっしゃいます。その後、金額とか保険会社とか報告が上がっているかどう

かお伺いします。 

○議長（菊地利勝） 村長。 

○村長（押山利一） ４番議員さんにお答えいたします。 
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   １２月にそのように聞いておりましたので回答させていただきました。 

   この建物の所有は、地縁団体の所有でございますので、保険については役場のほう

では介入をしておりませんので、その後報告は受けておりません。 

   以上です。 

○議長（菊地利勝） ４番。 

○４番（本多保夫） 確かに地縁団体のほうで管轄になるかと思いますが、これだけ騒が

れた保険関係、村長が耳にしないというのもおかしいとは思いませんか。ある程度は

情報的に入れておいてもらって、ほかの村民から聞かれたときは、ですよという返事

をできるような状態にしておいていただければ大変ありがたいと思います。 

   そういう考えありますか。 

○議長（菊地利勝） 村長。 

○村長（押山利一） 再度お答えいたします。 

   幾ら金額に入ったかということと同等というか、そういうしっかりとした保険に入

りましたという報告を会長から受けておりますので、それで十分だというふうに感じ

ております。 

   以上です。 

○議長（菊地利勝） ４番。 

○４番（本多保夫） しっかりとした保険に入ったということで一安心です。できれば、

その内容についても知っておいていただければ多くの村民に知らせることができたの

かなと思います。 

   この質問、最後になりますが、この大玉村を明るくする会会報、前の雑誌、財界ふ

くしまですか、出たときは匿名も何も名前が出ておりませんでした。今回は、この会

報によりますと、大玉村を明るくする会会長、前玉井９区婦人ホーム会長で実名で出

ています。そうしますと、村長は村の一番の長ですから、これに対して別に１２月の

定例議会でも雑誌に書いてあるような業者との癒着や便宜強要はありませんよと、一

点の曇りもないんだという答弁をされました。これはもっともな話なんですが、今回

はやはり同じような内容が実名で出ていますよね、この会長名で。 

   そうしますと、多くの村民の方から村長は支持を得て、村長という立場で業務をな

さっているわけですから、これに対して反論とか法的なものを争うと言っては失礼か

もしれませんが、法的な何か手段を用いる考えは持っているかどうか伺っておきます。 

○議長（菊地利勝） 村長。 

○村長（押山利一） 再度お答えを申し上げます。 

   私が１２月の議会で答弁したとおりです。一点の曇りもありませんし、どこから調

べられてもそういう事実はございません。これは議場ではっきりと断言をさせていた

だいていますので。そして、今回の雑誌とかチラシ等ございますが、多くの人がそれ

なりにそのうわさをどうのこうのというのもあるようですが、議場でそれに対して私

がどういう手段を取るかというようなことについては、述べるつもりはありません。 

   以上です。 
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○議長（菊地利勝） ４番。 

○４番（本多保夫） ありがとうございました。 

   私の心配するところは、長としてこれだけ言われて、もう何も構わないんだという

んじゃなくて、やはり村民に対して説明責任的なものから考えると、一点の曇りもな

いのは分かりますけれども、もう少しやってもよかったのかなと思います。 

○議長（菊地利勝） 村長。 

○村長（押山利一） 再度お答えを申し上げます。 

   １２月にも申し上げました。村長という仕事だけではなくて、役場の行政というの

は、住民の信頼なくして成り立ちませんので、それについてはしっかりとこれから引

き続き信頼を得られるように村政に当たってまいりたい。これは職員も一緒でありま

すので。 

   そして、その中で、しっかり村のほうやっているなと、村長もしっかりやっている

なということで、私は足りるんだろうと思っております。これについてどうするかと

いうことについては、ここでは発言は控えさせていただくということです。 

   それから、もう一点は、この山ろく交流センター、大変今、使用が結構増えており

ます。ぜひあの建物を議員さんも使って、中山間地域の振興発展にあの建物が寄与す

るように、ぜひご協力をお願い申し上げたいと思います。 

   以上です。 

○議長（菊地利勝） ４番。 

○４番（本多保夫） ありがとうございました。 

   私たちもできれば山ろく交流センター大いに利用したいわけですが、これ何せ会長

の許可を得られなければ利用できませんが、極力そういった面で使用していければな

と思います。 

   これで私の一般質問を終わります。 

○議長（菊地利勝） 以上で、４番本多保夫君の一般質問を打ち切ります。 

   ２番渡邉啓子君より通告がありました「村民の健康維持の現状を問う」ほか２件の

質問を許します。２番。 

○２番（渡邉啓子） ２番渡邉啓子です。 

   議長の許可をいただきましたので、これよりさきに通告してあります３件について

一般質問を行います。 

   初めに、村民の健康維持の現状についての質問です。 

   福島県は、都道府県別のメタボリック症候群該当者の割合がワースト４位となって

おります。厚生労働省の調査では、本県の該当者の割合は令和２年度に１９．３％と

なり、過去最高を更新しました。予備軍の割合は１３．０％に上りました。メタボは、

心臓病や脳卒中などにつながる生活習慣病の危険因子となるため、県は令和５年度に

メタボに特化した事業として９，９６９万円を投じて県民の健康意識を高め、数値の

改善を狙うとしています。 

   本村の現状を確認し、村民の健康維持を考えたいと思い、幾つか質問させていただ
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きます。 

   まず、本村のメタボ症候群該当者の割合をお伺いします。 

○議長（菊地利勝） 住民福祉部長。 

○住民福祉部長（作田純一） ２番議員さんにお答えいたします。 

   質問でご指摘のありました厚生労働省発表のメタボリックシンドロームの令和２年

度の福島県の該当者割合１９．３％につきましては、国が把握しております国保及び

社会保険等の全保険者のデータということでございます。 

   その内容につきまして、県に詳細を問い合わせたところでございますが、詳細は把

握していないというような状況ではございました。 

   なお、国保の方のみのデータということになりますが、県が把握しております令和

２年度の該当者の割合につきましては、県が２３．３％、本村が２５．６％というよ

うな内容になってございます。 

   以上でございます。 

○議長（菊地利勝） ２番。 

○２番（渡邉啓子） ありがとうございます。 

   県より村のほうが少し高いのかなということが分かりました。 

   次に、これは子どもの内容についてですが、文部科学省の令和３年度の調査結果に

よりますと、福島県は体重が標準より２０％以上重い肥満傾向の子どもの割合が全て

の年齢と性別で全国平均を上回っており、このうち５歳、９歳、１２歳では全国で最

も高くなっています。本村の肥満傾向の子どもの割合を伺います。 

○議長（菊地利勝） 教育総務課長。 

○教育総務課長（橋本哲夫） ２番議員さんにお答えいたします。 

   令和３年度の学校保健統計調査の結果によりますと、本村の肥満傾向児の出現率は、

８歳、９歳、１０歳、小学校でいいますと３、４、５年生になります、は県平均を下

回っておりますが、その他の年代では県平均を上回っております。また、全ての年代

で全国平均を上回っている状況にあります。 

   小学生全体の平均で申し上げますと１２．８７％、中学生全体の平均は

１９．０７％となっており、年齢によってばらつきがありますが、特に１４歳、中学

校３年生の割合が国や県の平均を大きく上回った結果となっております。 

   以上です。 

○議長（菊地利勝） ２番。 

○２番（渡邉啓子） やはり本村も全国平均を上回っており、特に中３では顕著だという

ことで、やはりコロナ禍も影響しているのかなと私的には思います。 

   同じく、文部科学省の令和３年度の調査結果によりますと、視力が１．０未満の子

どもの割合は、小学校で４０．６％、中学校で６４．６％、高校で７７．２％と福島

県は、いずれも全国平均を上回っているそうです。 

   本村の状況を伺います。 

○議長（菊地利勝） 教育総務課長。 
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○教育総務課長（橋本哲夫） ２番議員さんにお答えいたします。 

   同じく令和３年度の学校保健統計調査結果によりますと、本村において視力が

１．０未満の子どもの割合は、小学校で３３％と国及び県の平均を下回っております。

また、中学校は６２．３％となっており、県の平均は下回っているものの、全国平均

は上回っている結果となっております。 

   以上です。 

○議長（菊地利勝） ２番。 

○２番（渡邉啓子） 物心ついた頃からパソコンやスマートフォンが普及した環境で育っ

たデジタルネイティブ世代は視力への影響が大きいのかなと思いますが、やはり本村

は自然が多いということで、小学生に関しては国・県を下回っているのはよいことだ

と思います。 

   ＩＣＴ活用教育により小中学校ではタブレットを活用した授業が行われていますが、

目を大切にする配慮などはどのように行われているのでしょうか。 

   昨年、ＩＣＴ活用教育の先進事例調査のため、新地小学校を訪ねました。そこでは、

３０分に１回はタブレット画面から目を離して２０秒以上遠くを見ることや机の四つ

角を目で追っていく目の体操などを実践しているとのことでした。学校ではこのよう

に目の影響に配慮しておりますが、校長先生のお話では、一番考えなくてはいけない

のは、家庭で親もスマホゲームをやっている影響のほうが大きいというお話も伺いま

した。 

   子どもたちの目を守るために、学校だけでなく保護者の理解と協力が必要になって

きます。学校や家庭では、どのような配慮を呼びかけているのかを伺います。 

○議長（菊地利勝） 教育総務課長。 

○教育総務課長（橋本哲夫） ２番議員さんにお答えいたします。 

   ご質問のありました視力の低下の関係につきまして、学校でのタブレットの使用に

つきましては、先ほどご質問ありましたように、本村におきましても、長時間利用を

続けないというようなことで、３０分に１回は目を離して目を休ませるというような

対応はどの学校でも実施しております。 

   ご質問にあるとおり、学校だけの対応では到底間に合うものではありません。先ほ

ど別の議員さんの質問の中でも、メディアコントロールデーのお話をさせていただき

ました。あれは一つの動機づけというように考えております。かなり幼少時代からそ

ういった環境に置かれ、使用率が高まっている現状にございます。そういったことを

踏まえまして、各ご家庭等々におきましても、こういった部分に配慮しながら学校と

連携しながら基本的生活習慣、こういったものについて見直していきましょうという

ことで常日頃、学校だより等々通しまして保護者に対してもご協力を呼びかけている

状況です。 

   以上です。 

○議長（菊地利勝） ２番。 

○２番（渡邉啓子） 次に、大人のメタボ症候群や子どもの肥満傾向を改善するために、
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現在、行っていることを伺います。 

○議長（菊地利勝） 住民福祉部長。 

○住民福祉部長（作田純一） ２番議員さんにお答えいたします。 

   肥満傾向の改善につきまして、現在、成人に対して行っている事業としましては、

毎年７月に実施しております村の総合健診の際に、腹囲や血圧などのメタボリックシ

ンドロームの該当基準値を超えた方を対象としまして、健診終了の際に特定保健指導

として個別指導というのを実施してございます。なお、特定保健指導を行った方につ

きましては、初回面談の半年後に訪問、来所、電話等で追跡調査を実施するなどの指

導をしているところでございます。 

   また、生活習慣病重症化予防事業としまして、血圧とＬＤＬ、いわゆる悪玉コレス

テロールで正常値を超える方に対してまして、保健師による訪問指導というものを実

施してございます。 

   就学前の子どもたちにつきましては、乳幼児健診時に栄養指導としまして、保健師

が保護者に対しましておやつの与え方や栄養のバランス、食育等に関する指導を行っ

ており、乳幼児期からの肥満防止対策に努めているところでございます。  

   幼稚園におきましては、遊びの中で楽しみながら体を動かすこと、小学校や中学校

の体育の授業におきましては、発達段階に応じた運動量を設定しまして、様々な運動

に取り組んでいます。また、養護教諭を中心に給食センターの栄養教諭や保健師との

連携を図り、健康教育や食育の授業を実施するとともに、保護者とも協力しながら健

康マネジメント力の向上に努めているといったところでございます。 

   以上でございます。 

○議長（菊地利勝） ２番。 

○２番（渡邉啓子） 詳細にありがとうございます。各年代に合わせたそれぞれの取り組

みをされているということを伺いました。 

   健康長寿の村づくりを目指して、村内各地で元気体操の取り組みも行われており、

大変よいことだと思います。 

   子どもの肥満傾向について、県内では原発事故の後、平成２４年度から肥満傾向の

子どもの割合が高い状態が続いているそうで、県教育庁健康教育課は、原発事故の影

響に加えて、コロナ禍で外で遊ぶ子どもが減ったことも影響していると見られるとし

ています。 

   厚生労働省の健康情報サイトによれば、ストレスは大きく分けて２種類あり、急性

ストレスでは交感神経が働き食欲を抑えるそうです。慢性ストレスでは、ストレスホ

ルモンコルチゾールによる脂肪がため込まれるため肥満になりやすいですが、逆に痩

せる人もいるということが載っております。 

   一口にストレスといっても内容は様々です。食事の時間が不規則だったり、睡眠不

足が続いたりすることも体にとってはストレスになります。ストレスがあると脳内ホ

ルモンバランスが崩れて、それほどおなかがすいていなくても何か食べたい、ポテト

チップスや甘いお菓子が食べたくなる、そういうことは私もよくあります。ストレス



 

- 86 - 

 

で疲れた脳は食べ物ではなく、休息と気分転換が必要なのです。 

   ストレスと食欲の関係を知ることで自分の現状に気がつくことは大事なことだと思

います。広報紙などで情報提供をしたり、食に関するアンケートを行ったりすること

などもよいのではないでしょうか。ストレスと食欲の関係を視野に入れた何らかのメ

タボ対策ができないでしょうか。村の考えを伺います。 

○議長（菊地利勝） 住民福祉部長。 

○住民福祉部長（作田純一） ２番議員さんにお答えいたします。 

   ストレスと食の関係ということでございます。 

   食につきましては、やはりストレスと関連があるというふうには思いますので、引

き続き特定保健指導のほうを中心としまして、栄養指導を実施するとともに、健康長

寿推進村民会にて協議いただくなど、対策を検討してまいりたいというふうに考えて

ございます。 

   以上でございます。 

○議長（菊地利勝） ２番。 

○２番（渡邉啓子） ありがとうございます。 

   食欲をコントロールするホルモンの分泌を促す方法は、簡単に言えば早寝早起きを

して規則正しい食事と運動です。当たり前とも言えることですが、それがなかなかで

きない現状があります。それぞれが休息と気分転換が必要であることに気づき、でき

る範囲で規則正しい生活を送ることを心がけるよう導くことを期待いたします。 

   次の質問、「食品衛生法改正に係る漬物製造販売の支援を」に移ります。 

   食品衛生法改正に伴い、令和３年６月から漬物を製造して販売する場合には営業許

可が必要になりました。さらに、専用の製造場所を設けた上で厳しい衛生管理を行わ

なければなりません。経過措置３年の間に対策を取る必要があります。 

   許可の取得期限は、これから製造を始める場合は、営業開始前に許可を取得。令和

３年５月末以前から製造している場合には、令和６年５月３１日までに許可を取得し

なければならないことになっております。現在、あだたらの里直売所に個人で製造し

た漬物を出荷している方は何名くらいおられるのでしょうか。 

○議長（菊地利勝） 産業建設部長。 

○産業建設部長（菅野昭裕） ２番議員さんにお答えをいたします。 

   ただいまの件につきまして直売所に照会をいたしましたところ、現在１７名という

回答でございます。 

   以上であります。 

○議長（菊地利勝） ２番。 

○２番（渡邉啓子） この法改正により、家庭での調理の延長で製造した漬物は販売でき

なくなります。営業許可を取得するためには、衛生的な施設や設備の基準を満たす必

要があり、個人では対応が難しいです。共同で利用できる加工所などの設置を村では

検討しているのでしょうか。また、個人やグループで施設を整備したい場合、県や村

からの補助金はあるのかを伺います。 
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○議長（菊地利勝） 産業建設部長。 

○産業建設部長（菅野昭裕） ２番議員さんにお答えをいたします。 

   村内の生産者の方が共同で利用できる直売加工所につきましては、現在もアットホ

ーム旧館、旧保養センターに加工設備を設けているところでございますけれども、漬

物の製造業、これについては許可を得ておりませんし、地理的な条件から利用は多く

ないのが現状でございます。 

   今後利便性等を考慮いたしまして、直売所に近接する箇所を候補地として、地域振

興施設と併せて設置を検討してまいりたいというふうに考えているところでございま

す。 

   また、施設整備に係る補助金につきましては、県、村ともに現在、これに特化した

ものはございません。今後、国・県の動向、あるいは要望等も踏まえながら検討して

まいりたいというふうに考えてございます。 

   以上であります。 

○議長（菊地利勝） ２番。 

○２番（渡邉啓子） 直売所に隣接して共同の加工所を設置する考えは持たれているとの

ことでした。秋田県などは、いぶりがっこの生産が盛んですので県の補助金などもあ

るようですが、福島県は県、村ともにないということですね。 

   ところで、直売所に隣接する加工所、これに関しては、今後の予定はどのように、

計画、いつ。経過措置までに間に合わせていただかないと困るのですが、今後の予定

を伺います。 

○議長（菊地利勝） 産業建設部長。 

○産業建設部長（菅野昭裕） 現在の直売所周辺を核といたします地域振興施設の検討に

つきましては、庁内のプロジェクトチームを立ち上げまして３月末から検討に入りた

いというふうに考えておるところでございまして、現在のところは、こういったもの

を盛り込みたい、あるいはこういったものも必要ではないかというふうな状況ですの

で、現時点でその時期も含めて決まっているものはございませんで、今後の検討を進

めていくというふうなことになります。 

   以上であります。 

○議長（菊地利勝） ２番。 

○２番（渡邉啓子） 今後検討ということですね。 

   旧保養センターは、漬物の許可は取っていないということですが、現在は、どのよ

うに活用されているのでしょうか。 

○議長（菊地利勝） 産業建設部長。 

○産業建設部長（菅野昭裕） アットホーム旧館、旧保養センターでは、現在、エゴマの

選別、乾燥あるいは焙煎を行うそういった機器、それから、各種油を搾る搾油機のほ

かにコンロあるいは作業台等の設備を備えておりまして、エゴマの会の方々、あるい

は商工会の女性部の方々等によりまして年間約１４回ほど利用されているというふう

な状況でございます。 
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   以上であります。 

○議長（菊地利勝） ２番。 

○２番（渡邉啓子） すみません、今ほどの答弁で年間１４回。年間１４回というのは、

日数的にはどうなっているんでしょうか。１４日ということですか。１４回というの

は１４日間ということですか。 

   漬物の許可は取っていないということでしたが、毎日活用されているのでなければ、

空いている日にほかの方が利用することは難しいのでしょうか。 

○議長（菊地利勝） 産業建設部長。 

○産業建設部長（菅野昭裕） 現時点におきまして、その施設の空き状況ということであ

れば、そのほかの方々が利用するということは、利用状況という点から申し上げれば

難しいということではないと思います。 

○議長（菊地利勝） ２番。 

○２番（渡邉啓子） そういうことであれば、そちらのほうでも漬物の許可なども取って

いただければさらに有効に活用できるのではないかと思います。 

   一気に豊作になった野菜などを無駄にせず加工して売ることは、収入や生きがいに

もつながりますので、一日も早く共同加工所のほうご検討、設置、よろしくお願いい

たします。 

   最後に、「宅地開発に係る課題解決に向けて」に移ります。 

   村内随所において宅地開発が行われております。最近では特に、大玉中学校周辺の

開発が顕著です。新築住宅が増え、村の人口が増えるのは喜ばしいことですが、道路

沿いに住宅が立ち並ぶと開発区域に隣接するその奥にある土地の有効活用ができなく

なるのではないかという不安を感じている住民がおります。 

   午前中の質問者さんと内容が重なる部分があると思いますが、確認の意味も含めて

てよろしくお願いいたします。 

   まず、宅地開発について、大玉村の基本的な考え方を伺います。 

○議長（菊地利勝） 産業建設部長。 

○産業建設部長（菅野昭裕） ２番議員さんにお答えをいたします。 

   宅地開発に関する村の基本的な考え方でありますけれども、村の土地利用の指針と

なります国土利用計画大玉村計画、また、大玉村都市計画マスタープラン、こういっ

たものから地域特性に合った土地利用を図りつつ土地造成を推進する地区などへ誘導

等を行いまして、まちづくりを進めていくというふうなことが基本的な考え方でござ

います。 

   また、宅地開発に当たりましては、どうしても道路沿線から、接道からの開発がま

ず先に行われるというふうな状況がありますので、村としてはさらにその奥の土地利

用を見据えた開発指導等をしっかりと行ってまいりたいというふうに考えているとこ

ろでございます。 

   以上であります。 

○議長（菊地利勝） ２番。 



 

- 89 - 

 

○２番（渡邉啓子） 現時点における村内の住宅団地造成に対する優遇措置を伺います。

午前中と重なると思いますが、よろしくお願いいたします。 

○議長（菊地利勝） 総務部長。 

○総務部長兼総務課長（押山正弘） ２番議員さんにお答えをいたします。 

   午前中の答弁と内容は一緒でございますけれども、現在、村内の住宅団地造成に対

する優遇措置は、事業者に対するもので２つほどございます。 

   １つ目は、大玉村定住促進住宅団地造成事業交付金事業でございまして、村内の住

宅地等に２区画以上の戸建て住宅用の宅地を造成した場合、１区画当たり５０万円、

上限としまして１０区画５００万円を交付するという事業になります。これは、申請

者は宅建業法の免許を有する者でございます。 

   ２つ目が、大玉村住宅誘導インフラ整備に関する要綱に基づく事業でございます。

これにつきましては、現在、１０社から成ります大玉定住促進対策ネットワークとい

う組織に加盟する事業者が村内の住宅地ゾーン等で２戸以上の宅地開発または１棟

４戸以上の集合住宅を建設する場合、申出により、敷地内の道路でありましたり、道

路側溝、上下水道本管布設を村が行うという制度になっております。 

   以上でございます。 

○議長（菊地利勝） ２番。 

○２番（渡邉啓子） ありがとうございます。 

   さて、大玉中学校の東側、北ノ内地内の一部の土地では既に着工が始まっています。

この地域の道路整備状況、今後のことも含めてどのようになっているのかを伺います。

また、村道北ノ内１号線の拡幅改良工事を強く求める声があります。考えを伺います。 

○議長（菊地利勝） 産業建設部長。 

○産業建設部長（菅野昭裕） ２番議員さんにお答えをいたします。 

   大玉中学校の東側、北ノ内地内の開発につきましては、開発区域に接します道路に

役場前の通り、村道町・宮ノ前線から東に延びます幅員約１．８メートルの村道北ノ

内４号線が現在、進められております開発区域を分断する形で通ってございます。 

   この村道の取扱いにつきまして、村といたしましては、先ほどご説明申し上げまし

た道路に接しない土地、これらについて今後の活用が図れるようなそういった形を前

提で、開発の奥に当たる土地の今後の利用等を考えまして、事業者には道路拡幅に協

力するように求めておりまして、既に同意を得ているところでございます。 

   また、村道北ノ内１号線の拡幅改良工事につきましては、この当該地の今後の土地

利用の動向等も踏まえまして、その必要性、優先道について慎重に検討してまいりた

いというふうに考えているところでございます。 

   以上であります。 

○議長（菊地利勝） ２番。 

○２番（渡邉啓子） この地域は、大玉都市計画マスタープランのゾーニングでは田園居

住地区となっておりますので、今後の必要性があった場合、ぜひさらなる道路整備を

期待いたして私の一般質問を終わります。  
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   ありがとうございました。 

○議長（菊地利勝） 以上で、２番渡邉啓子君の一般質問を打ち切ります。 

   ここで休憩のため暫時休議いたします。再開は午後２時４５分といたします。 

（午後２時３１分） 

◇          ◇          ◇ 

○議長（菊地利勝） 再開いたします。 

（午後２時４５分） 

◇          ◇          ◇ 

○議長（菊地利勝） ６番佐原佐百合君より通告がありました「パブリックコメントへの

関心を高めるために」ほか１件の質問を許します。６番。 

○６番（佐原佐百合） ６番佐原佐百合です。 

   議長の許可を得ましたので、さきに通告してあります２件について、これより一般

質問を行います。今日最後ですので、もうしばらくお付き合いください。 

   まず初めに、パブリックコメントへの関心を高めるためにはどうしたらいいのかを

質問します。 

   パブリックコメントとは、村が政策などを定める前にその案を公表し、広く住民の

皆さんから意見を募集する手続です。日本語で意見公募手続といいます。 

   本村では、令和に入りパブリックコメントを募集する機会が多く、結果を見ると提

出意見がゼロ人、もしくは１人のときがあります。 

   本村の村づくりの最上位計画、大玉村第５次総合振興計画では、懇談会等の開催や

アンケート調査、審査会等の委員公募、パブリックコメントなどを通じて住民の意見

を幅広く聴取し、施策・事業推進の際に的確に反映していきますとあります。パブリ

ックコメントへの意見が少ないから住民の意識が低いのではないと思います。 

   重要な政策に関心を持った住民の皆さんから多くの意見をどのように引き出し聞く

かは、村長が掲げる村民に日本一近い村政の実現のためにも必要であり、大切なこと

だと考えます。 

   そこで伺います。 

   パブリックコメントの目的を伺います。 

○議長（菊地利勝） 総務部長。 

○総務部長兼総務課長（押山正弘） ６番議員さんにお答えをいたします。 

   パブリックコメントの目的はということでございますけれども、これにつきまして

は、村が政策などを定める前にその案について公表させていただき、広く住民の皆さ

んからご意見を募集することによりまして、政策形成過程における公正の確保と透明

性の向上を図るとともに、村民の皆さんとの協働による村づくりを推進することを目

的としております。 

   以上でございます。 

○議長（菊地利勝） ６番。 

○６番（佐原佐百合） こちらは、条例の中にもありましたので読ませていただきました。
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要するに、最終的には村民の皆さんに意見を出してもらうことが一番なのかなと私な

りに読み解きました。 

   でも、意見が集まらない。では、意見が集まらない、例えばパブリックコメントへ

の意見なのか人数なのかがちょっとあれですけれども、その件数が増えない課題はど

こにあると考えられますか。 

○議長（菊地利勝） 総務部長。 

○総務部長兼総務課長（押山正弘） ６番議員さんにお答えをいたします。 

   パブリックコメントを実施した際に、人数が増えない、そういった課題につきまし

ては、２つほどあるというふうに考えております。 

   １つ目はパブリックコメント制度そのものを知らないこと、２つ目はパブリックコ

メントを実施していることを知らないことと、この２つが挙げられるかと思います。

どちらも周知不足や周知の仕方がよくないためにこのような状況になっていることが

考えられますので、今後パブリックコメント制度の再周知や実施する際の周知を工夫

するなど、こういった課題解決に向けて検討してまいりたいと考えております。 

   以上でございます。 

○議長（菊地利勝） ６番。 

○６番（佐原佐百合） 今の話ですと、周知不足ということが課題になっていると伺いま

した。 

   私は、それ以外にも何件かあるかと思っておりまして、例えばインターネットでの

資料の配付というか資料で見ることができる、あとは、役場の庁舎内ということもあ

って資料を手にすることがなかなか難しいのかなということもあります。あと、専門

とか関係団体の検討委員会などで十分話し合われているから何か意見しちゃいけない

のかなとか、あとは、意見の提出様式が手に入らなかったりとか、決まったもので多

分上げなきゃいけないのかと思うんですけれども、それと募集期間が短くて考えられ

る暇がなかった、あとは一番、資料を読むだけで一苦労というのがあると思います。

内容の説明を私たちは聞くことができるので、何となく理解できましたけれど、一般

の方々にこの百六十何ページあるのを見て理解してくださいというのには時間を要す

ると思いました。 

   いろいろ課題があると思いますが、自分が意見を出してもいいのかなと感じている

人もいると思います。先ほども言いましたが、資料のページ数が多く読まなかったり

する人も多いと思います。住民の意見を聞く工夫などは考えているのか、お伺いいた

します。 

○議長（菊地利勝） 総務部長。 

○総務部長兼総務課長（押山正弘） ６番議員さんにお答えをいたします。 

   住民の意見を聞く機会ということでございます。先ほどから申し上げておりますパ

ブリックコメント、確かに期間が短いということもございます。さらに、今現在、前

の議員さんのほうでも申し上げましたけれども、村のホームページへの掲載、これに

つきましては、資料等も案として掲示をさせていただいておりますので、ご覧はいた
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だけるかと思いますし、それの質問事項の用紙につきましても同時に掲載をさせてい

ただいております。問題は、短時間でのそういった作業ということになってまいりま

すので、事前の周知というものが大変重要になってくるかと思います。それらは今後

工夫をしていきたいと思っております。 

   あと、住民の皆様方の意見を聞く機会の設定でございますけれども、ある程度重要

事項についての意見を聞く機会につきましては、例えば総合振興計画ですと皆さんの

ほうに公募をしまして、各案の検討委員の皆さんの募集をし、参加していただいた上

でワークショップ等でのご意見を拝聴する機会等も当然設定をしております。各事業

全てについてそういった作業を取り入れるということは困難な場合もございますので

ご了解をいただきたいという点もございますけれども、重点事務事業等につきまして

は、そういった機会を設けまして広くご意見を賜れる機会を設定させていただきたい

と思います。 

   以上でございます。 

○議長（菊地利勝） ６番。 

○６番（佐原佐百合） すみません、条例を見ると３０日以上と書いてあるんですけれど

も、皆様のお仕事の都合もあるので、そこは臨機応変なのかなとは思っております。 

   その告知なんですが、例えばほかの自治体だと予告期間が存在しているところがあ

って、広報紙もしくは何らかの形で６０日前に、詳しくはないけれどもこういう条例

についてパブリックコメントを出しますよというのを事前に周知している団体もある

そうです。それを見て関心のある方は、それまでに誰かと話す機会、自分１人じゃな

くて誰かそういうの関係している団体の方だったりとか話す機会があるのかなと思う

ので、ぜひその周知に課題があるとしたら、そういった事前の告知も広報なり何らか

の形で検討されてはどうかなと思います。 

   それから、閲覧場所なんですが、基本はどちらに置くことになっているんでしょう

か。 

○議長（菊地利勝） 総務部長。 

○総務部長兼総務課長（押山正弘） ６番議員さんにお答えをいたします。 

   素案関係の配置場所でございます。これは閲覧可能となりますのは、それぞれの事

案を所管する関係各課が閲覧場所となります。 

   以上でございます。 

○議長（菊地利勝） ６番。 

○６番（佐原佐百合） 所管の各課ということで、そこで、ごめんなさい、私だったらそ

こに行って見せてくださいと見ることはなかなか難しい。ちょっと周りの目があって

緊張するかなと思います。なので、もっと人が集まる場所、大山公民館とか改善セン

ターとかふるさとホールとかそういうところでも、人が集まるところで目にしてもい

いのかなと思います。 

   ただ置くのではなくて、今、パブリックコメント募集していますよというＰＲのポ

スターなりポップなりを置いて、ちょっと関心を引いてもらうということもありなの
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かなと思います。もしくは、今、福島県ではなじみのあるキャッチコピーとしてもう

皆さんご存じですけれども、「うつくしまふくしま」というキャッチフレーズをパブ

リックコメントの前につけて、うつくしま県民意見公募という形でちょっと名前を変

えてやっているようですが、キャッチフレーズを取り入れて関心の向上に努めている

ようです。でも、何かあまり集まってはいないようなんですが、そういったところの

工夫もあるようです。  

   それから、前回、全員協議会のときに、今、出ている農福連携のパブリックコメン

トの説明を受けたときに、概要としてすごい丁寧に、これはこういうことを目的に何

ページにはこんなこと、何ページにはこんなことというふうに分かりやすく説明をし

ていただいたので、逆にそういったことの概要版みたいなのをつくっている自治体も

あるので、詳しくなくてもよくて、詳しくは資料をどうぞにすればいいので、何か議

員の私たちに説明したような概要版があったらいいなと思いました。  

   いろんなことを調べているうちに、浜松市のパブリックコメントの募集の仕方がす

ごく面白くて、まず、閲覧場所はかなり人の多い集まるところです。そこのキャラク

ター、目が引くように真っ赤なカラーでそこのキャラクターがいて、パブリックコメ

ント募集中というふうにすぐ目につきやすいイラスト入りのポップがあって、そこに

は概要版が入っていて、取れて、そこに素案があってというようなこともやっており

ました。 

   ホームページのほうにも分かりやすい言葉で、例えば親しみやすい表現でパブリッ

クコメントの制度を説明したり、あと、どういうふうに意見を書いていいのか。何か

私の中で最初はすごい難しいことを書かなきゃいけないのかなと思っていたんですけ

れども、浜松市のほうでは計画案や条例案などに対する意見や要望を書くときに、も

っとこんなことを盛り込んではどうか、こういった言葉に修正したほうがいいのでは

ないかなど、案を見て思ったことを意見として書いてくださいという、例えば書き方

の例もあって、ページにある○○という言葉は分かりにくいので○○に変えてはどう

でしょうかとか、ページの○○については何とかという内容を追加したほうがよい、

その理由は何とかであるとか、ほかにもいっぱいあるんですけれども、本当に入り口、

そんなに難しいことを知らなくてもちょっとそういう、私でも何か気がついたことが

あれば何でも書いていいんだというふうに取れる内容でしたので、そういうのをまね

してみたらどうかなと思いました。  

   いろいろ提案させていただきましたが、再度村長にお伺いします。村民の意見を聞

く工夫など、村長はどのようにお考えですか。 

○議長（菊地利勝） 村長。 

○村長（押山利一） ６番議員さんにお答えします。 

   コロナの影響で村政懇談会がずっとできないで来ました。５月７日をもって８日か

ら５類ということで、状況は多分変わらないんだと思いますけれども取扱いが変わる

ということですので、新年度に入ってから、４月に入って区長さんの会議があります

ので、そのときに村政懇談会を実施したいということで、上半期ぐらいのスパンで区
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長さんたちの都合に合わせて村政懇談会を実施したいというふうに考えております。

これが一つ、皆さんのご意見を伺う大きなものになるのかなというふうに考えていま

す。 

   それから、あともう一つ、子育て支援センター、交流センターの中でアンケートを

取りました。非常に多くの意見が出ました。百、二百。全部読ませていただきました

が、今の若い人たち、子育て支援、子育て世代、それからあと公民館を使っていた利

用者の意見等々がございました。  

   大変刺激的な内容もありましたし当然だなというものもございましたので、あれだ

け村民の方意見あるんだなということを改めて感じましたので、できれば、前から考

えていましたが、ここ１年ぐらいで転入した新転入の住民の方との懇談会とか、３年

前ぐらいから入った方とか、１年刻みぐらいで集まっていただいて、移住というか村

に住んで結果どういうふうに、前と後の感想を聞いたり要望を聞いたり、そういうこ

とをしたいなというふうに考えています。これも前々からやりたいというふうに考え

ておりましたが、なかなか実現が難しかったところではございます。  

   それから、ＬＩＮＥの利用というのがありましたので、この前、職員のほうにはち

ょっと指示しましたが、この後のほうに該当してしまいますが、情報発信すると同時

に情報をいただくというような方法もあるのかなと思っております。  

   それから、この前コミュニティ広場で両小学校、中学校からいろんな意見が出され

ましたので、３月中に私、両小学校にそれぞれ出向いて、あと中学校に出向いてその

子どもたちと懇談をすることにしました。１時間ほど、小１時間半にわたって時間を

取っていただきましたので、それについて子どもたちの意見を聞きたいなと。  

   それからあと、コミュニティ委員会の委員の皆さんとも夜、懇談をすることにさせ

ていただきました。  

   ですから、今までできなかった、コロナでできなかったそういう意見を聞くことを

できる限りいろんな場で実施していきたいなというふうに考えております。 

   基本構想をつくらせていただいて、子育て支援センターのほうはワークショップ何

回も開いております。かなりいろんな方の意見を聞いてそれを取り入れておりますの

で、基本構想づくり自体が今までにない手法です、これは。ワンクッション置いて。

今までは計画したら内部でちょっと検討して、すぐに設計に委託してしまいました。

設計業者に丸投げという形が多かったんですが、今回は基本構想をつくってしっかり

と１年間検討して、それから事業化をして図りたいと。その中でも住民の方、利用者

の意見は十分に聞く機会がまたあるだろうというふうに考えております。 

   以上です。 

○議長（菊地利勝） ６番。 

○６番（佐原佐百合） 村長が直接いろんなところに出向かれて、直接村民の皆さんから

意見を聞くということはすごく大切なことですし、いいことだと思います。 

   村民の皆さんは、村長はもう身をもって感じていらっしゃると思いますが、いろん

な意見を持っています。ただ、それを出す場がない、その一つの手段としてパブリッ
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クコメントもあると思いますので、ぜひ村長が広告塔となり、小さな子どもたちから

若い方にもパブリックコメント書いてねというちょっと敷居を下げるというか、もう

何でもいいんだよということで、いろいろ進めていただければと思います。  

   あと、質問じゃないんですけれども、お願いなんですが、公表結果がホームページ

にアップされているんですが、古い順じゃなくて、あれ、あいうえお順なのかな、見

るときに最新のものが上になかったりとか新しいのが下だったりするので、何かそう

いうところも見やすくすると、村として、ああ、こういうふうに進んでいるなという

のが分かるので、ちょっとそこの公表の仕方も検討していただきたいと思います。  

   できる範囲で少しずつ改善していただければいいと思っております。村民の皆さん

がパブリックコメントをきっかけに村政に目を向ける初めの一歩につながればいいと

思っております。パブリックコメントで村政に参加、小さな自治体だからできるスケ

ールメリットを生かした村民に日本一近い村政の実現の一つになることを願って、こ

の質問は終わります。  

   次にいきます。  

   住民と協働の情報発信について質問いたします。  

   私が情報発信の仕方、やり方などの質問を始めてから６年を迎えました。今回で

６回目の質問になります。 

   ６年前と比べると、スマートフォンを持ちＳＮＳを活用する人が増えました。大玉

村の魅力を発信する地域おこし協力隊の配置もされました。広報紙やチラシ、防災行

政無線なども含め行政情報は村内外に以前より届いていると思います。  

   しかし、大玉村に住んでいても大玉村の自然やイベント、村の取り組み、祭りのよ

うな地域行事などを知らない人もいます。村内の施設やお店、地域活動などを知らな

いという人もいます。皆さん大玉村に全く興味関心がないわけではありません。  

   今後は村内外に大玉村の魅力や地域情報など、今よりももう少し細やかに発信する

ことが必要だと思います。大玉村の自然やイベント、村の取り組み、地域の身近な情

報などを受け取ることで、住民は地元を見つめるよいきっかけとなり村づくりに参画

するのではないでしょうか。村外の方は大玉村のファンとなり村に訪れるかもしれま

せん。そのためには、地域の情報を発信する新たな方法と人材が必要だと考えます。  

   そこで伺います。 

   広報紙やＳＮＳなど、誰に何を伝えたいかを意識して発信しているのかお伺いしま

す。 

○議長（菊地利勝） 総務部長。 

○総務部長兼総務課長（押山正弘） ６番議員さんにお答えをいたします。 

   まず、広報紙につきましては、掲載内容にもよりますが、高齢者の方々であったり、

子育て世代であったり若者世代であったりと、それぞれターゲットを意識した分かり

やすい表現で紙面を作成することに心がけております。  

   また、ホームページやＳＮＳにおきましては、これも子育て、教育、観光、行政情

報などかなりの多岐にわたりますことから、各課等でそれぞれのターゲットを意識し
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た内容で掲載をさせていただいております。  

   さらに、公式ホームページや公式ＳＮＳを補う形で、地域おこし協力隊のホームペ

ージやＳＮＳで柔軟な情報発信を併用させていただいているところでございます。  

   以上でございます。 

○議長（菊地利勝） ６番。 

○６番（佐原佐百合） 今、様々な広報媒体によってターゲットをきちっと明確にし分か

りやすく表現し、また、それを地域おこし協力隊のホームページ等で補っているとい

うふうに伺いました。  

   この２番につながるかどうか、その情報発信の効果を分析までしているのか、もし

しているとしたら広報媒体ごとにお伺いします。 

○議長（菊地利勝） 総務部長。 

○総務部長兼総務課長（押山正弘） ６番議員さんにお答えをいたします。 

   まず、紙媒体である広報紙であったりチラシ等につきましては、村ホームページや

ＳＮＳを見る環境が整っていない方にとりましては、大切な情報発信、受信方法であ

りまして、その効果は大きいというふうに考えております。  

   また、２つ目のホームページにつきましては、見る環境が整っている方にとりまし

ては効果が大きいと考えます。ただし、こちらから一方的に情報を発信しまして、受

信者が自分で情報を取得しないと得られない仕組みのため、完全な情報発信方法では

ないというふうに考えております。  

   その他、ＳＮＳでの情報発信につきましては、受信者が情報を取得しに行かなくて

も自動的に情報が取得できるため、そういった環境が整っている方にとっては便利な

方法であるというふうに考えております。  

   現時点ではいずれも情報発信方法としては重要であるというふうに考えております

ので、引き続き複数種類の組合せで情報発信をしてまいりたいというふうに考えてお

ります。 

   以上でございます。 

○議長（菊地利勝） ６番。 

○６番（佐原佐百合） 紙媒体からＳＮＳとかインターネットを介した情報発信のほうを

心がけてしていると思います。 

   ただ、主に行政情報の発信が多いのかなというふうに私は見ております。地域の情

報とか村内で行われていることの情報はすごく少ない気がします。村内の皆さんと話

していて、私が感じたことなんですけれども、いろいろなチラシが出てそのときはみ

んな関心持つんですけれども忘れちゃいます。 

   なので、最終的には、チラシは初めの一歩なんですけれども、口コミが一番かな、

直接が一番なのかな、そう思ったときにそれを伝える人にどう情報を伝えるかという

のも大事かなと思いました。  

   それから、アットホームでちょっと地域の忘年会のときに、大きなお兄様方がユー

チューブとは何だい、ユーチューブはどんなものなんだか騒がれているけれども分か
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らないんだけれどもということで、アットホームの宴会場のテレビを借りてユーチュ

ーブを見せました。何を見ようかなと思ったときに、大玉村の全部見ました。ＰＲ動

画。夏は涼しく冬は暖かい、暖かくないよねというところから盛り上がりまして、全

部見させていただいてその中で、昔から住んでいるんですけれども玉井の太鼓台のお

祭り、こんなのやっているのかいと知らない人もいました。ふるさとホールも分から

ない人もいました。あと、消防団の訓練の様子とかも見て、あと放水訓練とか。皆さ

ん知らなかったです。いいもの見せてもらったということで帰られました、皆さん。  

   それとあとは、歳の神、１月７日に私、全部１２か所回りました。そのときに、地

域の人と会ったときには、それぞれ形も違うし使い方も違うしドラマもあって、今年

は作る人が少ないから小さいんだとか、うちのは形悪いばいとか、御柱をとても高く

しているんだとかいろんな情報がありました。 

   燃やしているところは、残念ながら私も自分のところの地域、今年久しぶりに復活

させたので、そこでやっていたのでほかを見ることはできませんでした。消防団の方

に、見て、これほかの歳の神なんだよと言ったら、俺たち見たときないからすごいね、

みんなすごいの作っているんだねということで、いつも地域のために見回りをしてく

ださっているので、ああ、消防団の方でも知らないんだなということがありました。 

   それから、私の住んでいるところは北部ふれあいセンターなんですけれども、そこ

で講習会がありました。玉井の一番端っこの１区の方が来ました。北部ふれあいセン

ターは分かるけれどもここって何区なんだい、どこの住所なんだいという、ああ、ず

っと住んでいる方でも分からないんだなということもありました。そんなわけで、長

く住んでいても分からないことってあるんだなと思うので、そういうことも知らせて

いくことも大事かと思いました。  

   私は、村長のフェイスブックがとても大好きでした。４年ほど頑張ってやっていら

っしゃったんですけれども、諸事情がありまして今やっていないんですが、村長のフ

ェイスブックを見れば村のことが全部分かります。結局、私たちが行けないところに

行っていてそこから情報発信をしているので、村の敬老会であったり、１００歳のお

ばあちゃんだったり、あと、村外だったりという、すごい私は楽しみだったんですけ

れども、村長、もう一回復活する予定はないんでしょうか。  

○議長（菊地利勝） 村長。 

○村長（押山利一） ６番議員さんにお答えいたします。 

   フェイスブック、しばらくやらせていただきましたが、書き込みが入ってきます。

それに対してやっぱり答えなきゃいけない書き込みが必ずあります。そうすると、

１人に書き込みの返事をすると、やはり意見を寄こしてくれた方全てに返さなきゃい

けないと。あの４年間はほとんど夜１時、２時までフェイスブックをいじっていまし

たので、なかなか体力的にも厳しいということ、最大の理由でした。 

   仕事中にやっている場合もありましたけれども、なかなかそういう時間も取れない

時期も長く続いたので、早く消去しようと思って、フェイスブックを消そうと思って

いるんですが、消した後は、あれを復活するのはちょっと難しいので、改めてやるか
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どうかも含めて考えたいと思っていますが、職員のほうに私が発したようなものを、

村のフェイスブックをできるだけ充実するようにということを期待しているところで

はありますが、検討させていただきます。前向きにか後ろ向きかはちょっとあれです

けれども。 

○議長（菊地利勝） ６番。 

○６番（佐原佐百合） 今は書き込みをごめんなさいとできるページもあるので、何らか

の形で情報発信していただければと思います。 

   そんなことで村長は難しいなということは何となく想像はしておりました。という

ことで、ほかの自治体では市民ボランティアさんをお願いして各地域から情報を発信

したりしています。特に、前も言いましたが、伊達な宣伝部長といって伊達市から任

命された個人の皆さん、社長さんとか企業の方々が自分のＳＮＳを利用して発信をし

ています。また、市民カメラマンとして、福島市の写真好きの方々はホームページな

どにちょっとしたコメントを入れて自分が地域で撮ってきた写真を皆さんに見ていた

だいています。 

   それから、昔そういえば、沖縄の研修に行ったときに広報紙見たときに、何か地域

の発信していたなと思って見ました。沖縄の中城村。そこに行ったときに広報を見て

いたんですけれども、そこの１４の地区に地域の情報を取材する茶の間の通信員さん

という方がいて、ずっとホームページを見たらもう十何年やっている人もいれば、

１年ごと更新みたいです、地域のこのちょっとした、花壇に花を植えましたよ、こん

なやりました、地域の誰々ちゃんが何々に選ばれましたよ、綱引きやりましたよ、野

菜作りましたよ、ラジオ体操やりましたよという、何か身近な情報を発信していまし

た。今も、４年前に見たときに、ああいいなと思っていたんですけれども、今年もま

だやっていたので長い歴史があると思います。 

   こういうふうに地域の話題を取材して、どういう形で載せるかは分かりませんけれ

ども、そういうことができないかなと思いました。そこで、本村でも住民、例えば個

人とか団体と企業とが主体となり大玉村の魅力や地域情報を発信する仕組みができな

いかを伺います。 

○議長（菊地利勝） 総務部長。 

○総務部長兼総務課長（押山正弘） ６番議員さんにお答えをいたします。 

   現在、情報発信を主たる業務としておりますのが地域おこし協力隊でありまして、

これを活用し、協力隊が運営をしておりますホームページやＳＮＳによりまして、地

域住民の方々から情報を収集し発信するなど、住民の方々、特に６番議員さんともご

協力を仰ぎながら、協働によります情報発信できる仕組みづくりを検討してまいりた

いというふうに考えております。  

   以上でございます。 

○議長（菊地利勝） ６番。 

○６番（佐原佐百合） ぜひ地域おこし協力隊を中心に、地域おこし協力隊は途中で変わ

ることもありますので、ぜひやはり住民の皆さんを巻き込んだ形で何か考えていただ
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ければと思います。消防団の人が少ないと思えば消防団から発信してもいいでしょう

し、何かいろんなことができるのではないかと思います。 

   その地域おこし協力隊なんですけれども、社会人１年生で大玉村に来ました。私は

おばちゃんだからあちこちに行って声かけられますけれども、やはり社会人１年生は

あそこに飛び込みなさいといっても多分なかなか難しいと思います。特に男の子なの

で、今後も女性だったりいろんな方が来ると思いますが、やはり情報を発信する住民

とはつながっていたいような気がしますし、その住民を発掘するのにはやはり職員の

皆さんのサポートは必要だと思います。  

   取材を頼んでも断られちゃうんですなんて言っていたので、多分違う人が行けばオ

ーケーというときもあるので、好きにやってよではなくて、社会人１年生の地域おこ

し協力隊、前の２人は民間の経験がありますので大丈夫だと思いますけれども、やは

り社会人１年生の地域おこし協力隊を預かるという意味では、私は村の社会人として

のお手本になるのが皆さんなので、やはりその辺をサポートしながら協力していただ

きたいと思います。  

   職員さんも変わる、地域おこし協力隊も変わってしまったらまた、情報の発信がせ

っかくつくり上げてもなくなってしまうというのを懸念するので、私は、先ほどの中

城村みたいに地域の住民の方である程度、時間はかかると思いますけれども、ネット

ワークをつくったほうがいいのではないかなと思いますが、どうでしょうか。  

○議長（菊地利勝） 総務部長。 

○総務部長兼総務課長（押山正弘） ６番議員さんにお答えをいたします。 

   まず、情報収集に力を入れさせていただくのが最初の取り組みかと思います。その

後、そういったご協力をいただける方々も併せてお声がけをしながら、そういった体

制を構築していくというふうな段階を踏んだ流れで進んでいきたいというふうには思

っております。 

   以上でございます。 

○議長（菊地利勝） ６番。 

○６番（佐原佐百合） ほかの地域の方とか、住んでいる方々に地域のことが分かってい

ただけたら、コミュニティー同士の何か今までなかった信頼関係ができたりとか、そ

この地域のことがお互いに少しでも分かり合えたら、またいい関係ができて面白い地

域づくりになるのかななんて思いますので、ぜひ進めていただきたいと思います。 

   現在、全国各地では、関係人口を増やすために様々な創出事業が行われています。

広く関係人口を獲得する取り組みとして、地域情報の発信も積極的に行われておりま

すので、ぜひ大玉村もよろしくお願いいたします。  

   私としては、情報発信ができる新たな人材、宝の方を発掘し、広角的というか身近

な情報発信で人との交流、出会いにつなげ、村づくりへの熱意とか参画をしてもらえ

るような、そんな仕組みを検討していただけることを願っております。  

   これで私の一般質問を終わります。  

○議長（菊地利勝） 以上で、６番佐原佐百合君の一般質問を打ち切ります。  
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◇          ◇          ◇ 

○議長（菊地利勝） 以上で、日程による議事が終了しましたので、本日の会議を閉じ、

散会いたします。 

   ご苦労さまでした。 

（午後３時２１分） 

 

 


